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一　
ま
え
が
き

　

堀
辰
雄
（
明
治
37
年
12
月
～
昭
和
28
年
5
月　

以
下
堀
と
称
す
る
）
は
西
洋
の
「
小ロ
マ
ン説
」

を
目
指
し
て
門
出
し
た
作
家
で
あ
る
。
帝
国
大
学
時
代
は
、
国
文
学
科
に
在
籍
し

て
い
た
が
、
も
っ
ぱ
ら
フ
ラ
ン
ス
文
学
を
耽
読
し
（
小
谷
桓
「
堀
辰
雄
と
折
口
信
夫
―

私
記
風
に
見
た
堀
辰
雄
の
一
面
―
」・『
国
文
学
』
昭
和
38
年
7
月
）、
あ
ま
り
の
西
洋
か
ぶ
れ

で
、
師
の
芥
川
龍
之
介
か
ら
、「
あ
れ
以
上
ハ
イ
カ
ラ
そ
の
も
の
を
目
的
に
す
る

の
は
君
の
修
業
の
上
に
は
危
険
だ
」（
芥
川
龍
之
介　

大
正
14
年
7
月
21
日　

堀
宛
書
簡
）

と
警
告
さ
れ
た
こ
と
さ
え
あ
る
。
し
か
し
、
堀
は
西
洋
文
学
に
傾
倒
す
る
一
面
を

持
ち
な
が
ら
、
晩
年
い
わ
ゆ
る
「
古
典
回
帰
」
の
時
期
に
は
、
国
文
学
者
・
民
俗

学
者
と
し
て
知
ら
れ
る
折
口
信
夫
の
学
問
に
強
い
関
心
を
示
し
、
折
口
学
を
生
か

し
た
万
葉
小
説

0

0

0

0

を
書
こ
う
と
し
た
。
そ
れ
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
堀
が
中
国
古
典

に
も
親
炙
し
始
め
て
い
た
と
彼
の
身
近
な
人
々
も
語
っ
て
い
る
。

　

病
床
の
堀
辰
雄
は
、
じ
つ
に
た
く
さ
ん
本
を
読
む
。（
中
略
）
彼
の
身
辺
に

は
こ
の
二
三
年
来
、
め
ざ
ま
し
い
勢
い
で
唐
本
仕
立
て
の
漢
籍
類
が
ふ
え
た
。

李
長
吉
の
詩
巻
、
宋
代
の
詞
の
集
、
乾
隆
版
の
歴
朝
名
媛
詩
詞
な
ど
、
そ
う

し
た
お
び
た
だ
し
い
藍
色
の
帙
の
堆
積
は
ほ
と
ん
ど
床
の
間
を
埋
め
つ
く
し

て
、
壁
間
に
か
か
げ
て
あ
る
フ
ラ
・
ア
ン
ジ
ェ
リ
コ
の
聖
者
の
図
や
、
ボ
ッ

チ
チ
ェ
リ
の
聖
母
戴
冠
の
図
や
、
倉
敷
の
美
術
館
に
あ
る
グ
レ
コ
の
「
受
胎

告
知
」
の
み
ご
と
な
大
型
の
複
製
図
な
ど
、
奇
妙
な
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
を
形
づ

く
っ
て
い
る
。

 

神
西
清
「
高
原
の
人
」（『
新
女
苑
』
昭
和
25
年
12
月
）

　

堀
多
恵
子
夫
人
が
編
纂
し
た
堀
蔵
書
目
録
（
筑
摩
全
集
別
巻
二
）
を
見
る
と
、
中

国
関
係
の
蔵
書
は
一
六
〇
種
以
上
に
及
ん
で
い
る
（
Ａ
─（
三
）
及
び
Ａ
─（
四
）
と
い
う

二
つ
の
分
類
に
集
中
）。
こ
の
状
況
か
ら
も
晩
年
の
堀
の
中
国
古
典
へ
の
関
心
が
い
か

に
深
い
も
の
で
あ
っ
た
か
が
わ
か
る
。
し
か
し
、
堀
の
中
国
古
典
へ
の
傾
倒
が
確

か
な
も
の
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
そ
の
関
心
は
、
彼
の
作
品
の
中
で
、
エ
ッ
セ

イ
「
一
琴
一
硯
の
品
」（『
甲
鳥
』
昭
和
16
年
11
月　

後
に
「
我
思
古
人
」
と
改
題
）
以
外
に

そ
の
痕
跡
を
見
出
し
難
い
。
た
だ
し
、
次
の
五
つ
の
未
発
表
の
中
国
古
典
ノ
ー
ト

が
遺
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。

堀
辰
雄
に
お
け
る
「
万
葉
小
説
」
へ
の
憧
憬

　
　
　
　
―
― 「（
花
の
話
・
詩
経
）」
か
ら
「（
出
帆
）」
に
至
る
ま
で 

―
―

劉
　
　
娟

（『文学史研究』60号　2020. 3）
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①
「
支
那
古
詩
㈠
」

②
「
支
那
古
詩
㈡
」

③
「（
杜
甫
訳
詩
）」

④
「（
支
那
古
詩
抄
）」

⑤
「（
花
の
話
・
詩
経
）」

（
注
：『
堀
辰
雄
全
集　

第
七
巻
（
下
）』〈
筑
摩
書
房　

昭
和
55
年
6
月
〉
を
参
照
。
①
～
⑤
の
番
号

は
、
本
稿
の
説
明
の
便
宜
上
、
私
に
付
け
た
も
の
で
あ
る
。）

　

堀
が
中
国
古
典
を
大
量
に
繙
い
た
、
そ
の
き
っ
か
け
は
何
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

堀
が
必
死
に
中
国
古
典
に
関
す
る
知
識
を
追
い
求
め
た
こ
と
に
は
、
い
か
な
る
意

図
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
か
。
本
稿
で
は
、
⑤
「（
花
の
話
・
詩
経
）」（「
詩

経
」
部
分
の
内
容
の
み
、
以
下
「
詩
経
」
ノ
ー
ト
と
称
す
る
）
に
検
討
を
加
え
、
こ
の
課
題

の
考
察
を
試
み
た
い
。

二　
堀
に
お
け
る
『
詩
経
』
の
受
容
―
―
そ
の
一
素
描
と
し
て

　
１　
「
詩
経
」
ノ
ー
ト
の
概
要

　
「
詩
経
」
ノ
ー
ト
を
め
ぐ
っ
て
今
ま
で
次
の
よ
う
な
研
究
が
行
わ
れ
て
き
た
。

内
山
知
也
氏
は
「
堀
辰
雄
の
《
支
那
趣
味
》」（『
日
本
近
代
文
学
』
14
号　

昭
和
46
年
5

月
）
で
ノ
ー
ト
の
典
拠
に
触
れ
た
。
岡
本
文
子
氏
は
さ
ら
に
ノ
ー
ト
成
立
の
き
っ

か
け
お
よ
び
年
代
を
推
定
し
た
う
え
で
、
堀
の
中
国
的
な
も
の
へ
の
接
近
過
程
に

つ
い
て
、
資
料
を
以
て
年
代
順
に
検
討
し
た
。
最
後
に
、
ノ
ー
ト
が
完
成
さ
れ
て

い
な
い
こ
と
か
ら
「
意
図
の
放
擲
」
で
あ
る
と
推
測
し
、
堀
の
中
国
古
典
受
容
は
、

一
種
の
デ
ィ
レ
ッ
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
に
収
束
さ
れ
た
と
い
う
結
論
を
導
い
た
（「
堀
辰

雄
文
学
に
於
け
る
中
国
古
典
受
容
の
形
態
に
つ
い
て
―
「
詩
経
」
ノ
オ
ト
を
中
心
に
―
」（『
和
洋
国

文
研
究
』　

昭
和
61
年
3
月
））。

　

本
稿
は
以
上
の
論
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、「
詩
経
」
ノ
ー
ト
を
、
堀
の
『
詩
経
』

関
係
の
手
沢
本
に
あ
る
書
込
み
メ
モ
と
合
わ
せ
て
分
析
し
、
堀
に
お
け
る
『
詩

経
』
の
受
容
を
再
検
討
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

　
「（
花
の
話
・
詩
経
）」
は
中
版
ノ
ー
ト
に
横
書
き
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
三
部

構
造
に
な
っ
て
お
り
、
前
半
（
3
～
16
頁
）
は
折
口
信
夫
の
「
花
の
話
」（
国
学
院
大

学
郷
土
研
究
会
例
会
講
演
筆
記　

昭
和
3
年
6
月
）
か
ら
の
抜
粋
メ
モ
と
、
そ
の
続
き
に
、

英
文
と
和
文
の
混
じ
っ
た
英
詩
関
係
の
も
の
が
記
さ
れ
て
い
る
（
19
～
27
頁
）。
後

半
（
77
～
29
頁　

後
ろ
か
ら
前
へ
）
は
『
詩
経
』
の
詩
33
篇
の
摘
記
詩
句
と
、
そ
れ
に

伴
う
フ
ラ
ン
ス
語
訳
お
よ
び
日
本
語
の
解
説
メ
モ
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。

　
「（
花
の
話
・
詩
経
）」
に
あ
る
「（
詩
経
）」
の
部
分
は
、
グ
ラ
ネ
ー
（M

arcel 

Granet　

1884

～1940

年
）
の
『
支
那
古
代
の
祭
礼
と
歌
謡
』（Fêtes et chansons 

anciennes de la Chine 1919

年;　

内
田
智
雄
訳
は
昭
和
13
年
2
月　

弘
文
堂
書
房
初
版
）
の

前
半
内
容
を
摘
記
し
た
も
の
と
、
邦
訳
さ
れ
た
時
点
で
「
割
愛
」
さ
れ
た
『
詩

経
』
フ
ラ
ン
ス
語
訳
（
ク
ー
ヴ
ラ
ー
〈Séraphin Couvreur

〉
のCheu K

ing

〈1896

年
〉）

か
ら
な
る
。

　

ノ
ー
ト
の
冒
頭
に
は
以
下
の
よ
う
な
内
容
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　

１
）
歌
謡
の
原
始
的
な
意
義
の
闡
明
。

詩
経
（Le Livre des O

des 

或
はLe Livre des V

ers

）

第
一
部　

国
風
（
国
別
に
分
類
せ
ら
れ
た
地
方
的
な
歌
謡
の
編
纂
）



堀辰雄における「万葉小説」への憧憬　 40 

　

＊Giles; A
 H

istory of Chinese Literature.
　

＊Grube; Geschichte der Chinesischen Literatur
　

＊Laloy; Les Chants des Royaum
es

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（M

.R.F. 1909

）（
傍
線
堀
）

　

冒
頭
に
あ
る
「
歌
謡
の
原
始
的
な
意
義
の
闡
明
」
と
い
う
の
は
、
グ
ラ
ネ
ー

が
『
支
那
古
代
の
祭
礼
と
歌
謡
』
で
し
ば
し
ば
強
調
し
て
い
た
論
点
で
あ
り
、
い

わ
ゆ
る
「
第
一
編　

詩
経
の
恋
愛
歌
」
の
中
心
論
旨
だ
と
言
え
る
。
グ
ラ
ネ
ー
は

「
歌
謡
の
原
始
的
な
意
義
」
を
「
闡
明
」
す
る
た
め
に
、『
詩
経
』
の
「
国
風
」
の

部
分
を
研
究
対
象
と
し
て
取
り
上
げ
た
。
彼
に
よ
る
と
、「
国
風
は
恋
愛
歌
で
あ

つ
て
、
忌
憚
な
き
感
情
が
吐
露
さ
れ
て
居
る
」。
＊
印
の
以
下
の
三
冊
の
参
考
書

は
、
グ
ラ
ネ
ー
著
で
提
起
さ
れ
た
『
詩
経
』
関
係
の
書
籍
で
あ
る
（
ち
な
み
に
、
堀

の
蔵
書
目
録
（
筑
摩
書
房
版
『
堀
辰
雄
全
集　

別
巻
（
二
）』
所
収
）
に
最
初
の
二
冊
が
見
ら
れ
る
）。

　

以
上
の
よ
う
な
冒
頭
内
容
に
続
き
、「
桃
夭
」
か
ら
「
揚
之
水
」
ま
で
の
33
篇

（「
行
露
」
と
い
う
詩
は
題
目
の
み
記
載
）
の
詩
経
原
詩
お
よ
び
そ
の
フ
ラ
ン
ス
語
訳
、
詩

に
関
す
る
説
明
文
が
ノ
ー
ト
に
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
最
初
の
詩
「
桃
夭
」
を
引

用
す
る
。

桃
夭
（T

ʼao Iao

）

1
）
桃
之 　
　

 

。　
　

 

其
華
。
之
子 　
　

 

。
宜
其 　
　

 

。

Le pêcher est jeune et beau; ses fleurs sont brillantes.
Ces jeunes filles vont célébrer leurs noces chez leurs fiancés;
Elles établiront l'ordre le plus parfait dans leurs appartem

ents 
et dans toute la m

aison.

夭
夭

灼
灼

于
歸

室
家

2
）
桃
之
夭
夭
。 　
　

 

其
實
。

（ses fruits sont nom
breux

）

　
　

之
子
于
歸
。
宜
其
家
室
。

3
）
桃
之
夭
夭
。
其
葉 　
　

 

。（son feuillage et luxuriant

）
之
子
于

歸
。
宜
其
家
人
。（elles établiront l'ordre le plus parfait parm

i les 
personnes de leurs m

aisons

）

〇
婚
約
歌
。
植
物
成
長
の
主
題
。

（
注
：
傍
線
な
ど
の
記
号
は
す
べ
て
堀
に
よ
る
。）

こ
の
「
桃
夭
」
に
次
い
で
、
似
た
よ
う
な
内
容
の
摘
記
メ
モ
が
続
け
ら
れ
て
い
る
。

　

ノ
ー
ト
の
典
拠
『
支
那
古
代
の
祭
礼
と
歌
謡
』
で
は
、『
詩
経
』
の
国
風
歌
を

「
田
園
的
な
主
題
」
と
「
村
落
の
恋
愛
」、「
山
川
の
歌
謡
」
の
三
部
に
分
け
て
説

明
し
て
い
る
。「
詩
経
」
ノ
ー
ト
の
内
容
は
、
そ
の
「
田
園
的
な
主
題
」（
20
篇
）

と
「
村
落
の
恋
愛
」（
前
半
11
篇
）
か
ら
抜
書
き
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
続
き
と

し
て
存
在
す
る
は
ず
の
「
村
落
の
恋
愛
」（
後
半
10
篇
）
お
よ
び
「
山
川
の
歌
謡
」

（
23
篇
）
は
見
ら
れ
な
い
。

　

こ
の
よ
う
な
現
象
に
対
し
、
先
行
研
究
で
は
放
棄
説
だ
と
捉
え
ら
れ
て
い
る

（
岡
本
文
子
「
堀
辰
雄
文
学
に
於
け
る
中
国
古
典
受
容
の
形
態
に
つ
い
て
―
「
詩
経
」
ノ
オ
ト
を
中

心
に
―
」
前
出
）。
し
か
し
、
こ
の
言
説
を
そ
の
ま
ま
受
入
れ
る
こ
と
は
ひ
と
ま
ず

保
留
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
わ
れ
る
。

　

前
に
述
べ
た
よ
う
に
、「（
花
の
話
・
詩
経
）」
は
三
部
構
造
と
な
っ
て
い
る
。

「
花
の
話
」
及
び
英
詩
関
係
の
も
の
は
ノ
ー
ト
の
3
頁
か
ら
27
頁
に
お
よ
ん
で
い

る
。「
詩
経
」
の
部
分
の
内
容
は
、
ノ
ー
ト
の
後
ろ
か
ら
前
へ
遡
っ
て
書
き
込
ん

で
い
る
か
た
ち
に
な
っ
て
い
る
。
77
頁
か
ら
始
ま
り
、
29
頁
で
途
絶
え
て
い
る
。

有
蕡フ
ン

蓁
蓁
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す
な
わ
ち
、
前
の
部
分
の
内
容
（
27
頁
ま
で
）
と
の
間
に
僅
か
に
1
頁
し
か
空
い
て

い
な
い
。
こ
こ
で
、
一
つ
の
予
測
が
つ
く
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
つ
ま
り
、
堀

が
最
後
の
詩
「
揚
之
水
」
を
メ
モ
し
た
と
こ
ろ
で
、
ノ
ー
ト
の
頁
が
尽
き
て
し

ま
っ
た
の
で
、
そ
の
た
め
こ
の
「
詩
経
」
ノ
ー
ト
が
残
欠
に
み
え
る
も
の
に
し
か

な
ら
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　

し
か
し
、
そ
の
途
絶
え
て
し
ま
っ
た
『
詩
経
』
の
学
習
に
つ
い
て
、
続
け
て
ほ

か
の
資
料
か
ら
探
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。 

　

２　
蔵
書
へ
の
書
込
み

　

堀
の
蔵
書
目
録
（
堀
辰
雄
文
学
記
念
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載
、
以
下
同
）
の
う

ち
、『
詩
経
』
関
係
の
も
の
は
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

�

（
注
：
筑
摩
全
集
蔵
書
目
録
の
方
で
は
昭
和
８
年
（
初
版
）
だ
と
記
載
。）

 

②
根
本
通
徳
『
詩
経
講
義　

上
・
下
巻
』（
明
治
44　

博
文
館
）

 

③
謝
晋
青
『
詩
経
之
女
性
的
研
究
』（
昭
和
9
・
10　

商
務
印
書
館
）

 

⑤
『
詩
経
集
註　

全
五
冊
』（
江
戸
書
林　

出
版
年
未
記
載
）

 

⑥
周
公
翼
纂
輯
『
毛
詩
品
物
図
改　

全
三
冊
』

 

（
平
安
杏
林
軒　

浪
華
五
車
堂　

出
版
年
未
記
載
）　

　

蔵
書
①
及
び
④
に
は
、
堀
の
書
込
み
メ
モ
な
ど
が
残
っ
て
い
る
。
次
に
以
上
の

二
冊
の
手
沢
本
（
主
に
蔵
書
①
）
に
あ
る
メ
モ
内
容
を
参
照
し
な
が
ら
、
堀
に
お
け

①
岡
田
正
三
訳
『
詩
経
』（
昭
和
11
・
1
　
第
一
書
房
）

④
目
加
田
誠
『
詩
経
』（
東
洋
思
想
叢
書
8
）（
昭
和
18
・
3
　
日
本
評
論
社
）

る
『
詩
経
』
の
学
習
を
跡
付
け
る
こ
と
を
試
み
る
。

　

堀
の
『
詩
経
』
学
習
は
、「
詩
経
」
ノ
ー
ト
の
ほ
か
、
主
に
蔵
書
①
に
そ
の
痕

跡
を
と
ど
め
て
い
る
。
蔵
書
①
は
『
詩
経
』
の
「
国
風
篇
」
の
訳
本
で
、
原
詩
の

下
に
そ
の
口
語
訳
、
そ
れ
に
簡
単
な
注
釈
が
付
け
ら
れ
て
い
る
書
物
で
あ
る
。
こ

の
堀
蔵
書
に
は
、『
支
那
古
代
の
祭
礼
と
歌
謡
』、
ク
ー
ヴ
ラ
ー
の
『
詩
経
』
フ
ラ

ン
ス
語
訳
、
さ
ら
に
蔵
書
④
か
ら
の
摘
記
内
容
が
見
ら
れ
る
。

　

堀
蔵
書
①
の
見
返
し
に
、
以
下
の
よ
う
な
内
容
が
見
ら
れ
る
。

　

国
風
の
大
部
分
を
形
成
す
る
恋
愛
詩
は
、
民
謡
の
古
い
集
積
（『
支
那
古
代

の
祭
礼
と
歌
謡
』
の
場
合
は
、「
集
積
」
が
「
集
蓄 fonds

」
と
な
っ
て
い
る
―
筆
者
注
）
か

ら
ひ
き
出
さ
れ
た
も
の
で
、
か
ゝ
る
歌
謡
は
伝
統
的
な
即
吟
競
争
の
際
に
発

想
せ
ら
れ
た
詩
の
主
題
に
も
と
づ
い
て
作
成
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
即
ち

即
吟
競
争
と
は
、
古
代
農
民
社
会
の
季
節
祭
の
時
、
競
争
が
喧
嘩
せ
し
め
た

青
年
男
女
の
交
互
合
唱
の
こ
と
で
あ
る
。

（
グ
ラ
ネ
ー
）

 

（
傍
線
引
用
者
）

　

こ
の
書
き
込
み
内
容
は
、『
支
那
古
代
の
祭
礼
と
歌
謡
』
の
中
心
論
旨
で
あ
り
、

本
の
最
後
の
一
章
「
結
論
」
に
あ
る
内
容
で
あ
る
。
グ
ラ
ネ
ー
に
よ
る
と
、『
詩

経
』
国
風
の
恋
愛
歌
は
、「
即
吟
競
争
」
に
由
来
す
る
ら
し
い
。
堀
が
こ
の
文
句

を
蔵
書
①
の
巻
頭
に
書
き
込
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
グ
ラ
ネ
ー
の
こ
の
観
点

を
非
常
に
重
要
視
し
て
い
た
こ
と
を
示
唆
す
る
。
さ
ら
に
言
う
と
、
彼
は
『
詩

経
』
国
風
の
恋
愛
歌
が
「
即
吟
競
争
」
の
歌
で
あ
る
と
い
う
先
入
観
を
抱
き
な
が

ら
、
蔵
書
①
の
学
習
に
取
り
組
ん
で
い
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
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次
の
蔵
書
メ
モ
と
合
せ
て
見
て
い
く
と
さ
ら
に
明
白
に
な
る
。

路
の
露　

×
行
露

☆
恋
愛
歌
競
争

男　
厭
浥
行
露　

豈
不
夙
夜

女　
謂
行
多
露　

男　
誰
謂
雀
無
角　

何
以
穿
我
屋　

誰
謂
女
無
家　

何
以
速
我
獄

女　
雖
速
我
獄　

室
家
不
足

男　
誰
謂
鼠
無
牙　

何
以
穿
我
墉　

誰
謂
女
無
家　

何
以
速
我
訟

女　
雖
速
我
訟　

亦
不
女
從

男　

�Les�C
hem

ins�ont�de�la�rosée�:�P
ourquoi�donc�ni�

m
atin�ni�soir?

女　

Les�chem
ins�ont�trop�de�rosée!

男　

�Q
ui�dit�qu'un�m

oineau�est�sans�bec?�C
om

m
ent�

percerait-il�m
on�toit?

　
　

�Q
ui�dit�que�tu�es�sans�m

ari?�Com
m
ent�t'en�prendrais-

tu�à�m
oi?

女　

�B
ien�que�tu�t'en�prennes�à�m

oi,�Le�m
ariage�n'est�

point�fait!

男　

�Q
ui�dit�qu'un�rat�n'a�pas�de�dents?�C

om
m
ent�

percerait-il�m
on�m

ur?

　
　

�Q
ui�dit�que�tu�es�sans�m

ari?�Com
m
ent�t'en�prendrais-

tu�à�m
oi?

女　

�Bien�que�tu�t'en�prennes�à�m
oi,�Q

uand�m
êm

e�je�ne�te�
suis�pas!

若
者
が
娘
に
春
の
祭
に
一
緒
に
行
か
な
い
か
と
誘
ふ
／
娘
は
い
や
だ
と
答
へ

る
。
あ
ま
り
時
刻
が
遅
す
ぎ
る
か
ら
だ
と
／
い
ふ
。
―
若
者
は
娘
を
説
き
伏

せ
よ
う
と
議
論
す
／
る
。
―
娘
は
再
び
拒
絶
す
る
。
―
若
者
は
新
し
い
モ

チ
ー
フ
／
で
同
じ
議
論
を
再
び
す
る　
―
娘
は
又
こ
れ
を
拒
絶
す
る

（
注
：
堀
の
メ
モ
に
あ
た
る
内
容
を
太
字
に
ゴ
シ
ッ
ク
で
表
示
し
て
い
る
。
堀
が
改
行
し
た
箇

所
を
「
／
」
で
表
示
す
る
。）

　

堀
は
蔵
書
①
の
「
行
露
」（「
路
の
露
」）
と
い
う
詩
に
、
夥
し
い
メ
モ
を
書
込
ん

で
い
る
。
そ
の
書
込
み
内
容
は
す
べ
て
『
支
那
古
代
の
祭
礼
と
歌
謡
』
に
あ
る

「
附
録
（
一
）」
の
部
分
を
参
照
し
た
も
の
で
あ
る
。
グ
ラ
ネ
ー
は
「
行
露
」
と
い

う
詩
が
祭
礼
の
場
の
お
け
る
男
女
の
即
吟
競
争
歌
の
典
型
だ
と
捉
え
て
い
る
。
堀

は
グ
ラ
ネ
ー
の
考
え
に
従
い
、
こ
の
詩
の
内
容
を
わ
ざ
わ
ざ
男
女
の
セ
リ
フ
に
分

け
て
読
ん
で
い
た
こ
と
が
明
白
で
あ
る
。

　

グ
ラ
ネ
ー
が
『
詩
経
』
国
風
歌
に
よ
っ
て
実
証
し
た
中
国
古
代
歌
謡
の
「
即
吟

競
争
」
起
原
説
を
、
堀
が
い
か
に
真
剣
に
取
り
入
れ
て
い
た
か
を
以
上
の
蔵
書
メ

モ
か
ら
で
も
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
似
た
よ
う
な
メ
モ
は
、「
漢
廣
」
と
い

う
詩
に
も
あ
る
。
堀
は
こ
の
詩
に
つ
い
て
、「
各
章
末
の
四
句
は
恐
ら
く
齊
唱
さ

れ
た
も
の
か
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
メ
モ
内
容
は
こ
れ
か
ら
触
れ
て
い
く
蔵
書

④
か
ら
の
摘
記
内
容
で
あ
る
。

　

堀
に
お
け
る
蔵
書
④
の
学
習
は
、「
三
百
篇
の
本
質
」（
国
風
・
小
雅
・
大
雅
・
頌
）
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に
あ
る
「
国
風
」
と
い
う
部
分
に
収
斂
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
、
蔵
書
④
に
残
っ
て

い
る
堀
メ
モ
（
蔵
書
④
に
あ
る
「
国
風
」
の
紹
介
が
9
～
78
頁
で
行
わ
れ
、
堀
は
9
～
73
頁
の
詩

の
題
目
に
傍
線
を
つ
け
て
い
る
。）
か
ら
分
か
る
。

　

蔵
書
④
で
は
『
詩
経
』
国
風
篇
が
五
つ
の
部
類
に
わ
け
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

各
部
類
ご
と
に
掲
げ
た
詩
の
題
目
を
次
に
挙
げ
る
。

▼
〖
愛
恋
の
歌
〗

桑
中　

丘
中
有
麻　

有
女
同
車　
　
　

 　

有
狐　
　
　

 　
　
　

 

　
　

 　
　
　

 　
　
　
　

 　
　
　

 　
　
　
　
　

 　
　
　

 　
　
　
　
　

 

　
　
　
　

 　
　
　

 　
　
　
　

 　

狡
童　

行
露　
　
　

 　
　
　

 　
　

 

　
　

 　
　
　
　
　

 　
　
　
　
　

 　
　
　
　

 　
　
　

 　
　
　

 　
　
　

 

▼
〖
行
役
の
歌
〗

揚
之
水　
　
　

 　
　
　

 　
　
　

 　
　
　

 

▼
〖
祝
頌
の
歌
〗

　
　

 　
　
　

 　
　
　

 　

淇
澳　

緇
衣　

終
南　

鳲
鳩　

麟
之
趾　

猗
嗟

碩
人　

君
子
偕
老　
　
　

 　
　
　

 　
　
　
　
　

 　

采
蘩　

采
蘋

大
叔
于
田　
還　

盧
令　

駟
驖　

無
衣　

▼
〖
生
活
の
艱
難
を
訴
え
る
歌
〗

碩
鼠　
北
門　
　
　

 　

葛
屨　

伐
檀　
葛
藟　

杕
杜　

▼
〖
故
事
あ
る
歌
〗

新
台　

二
子
乗
舟　

株
林　

南
山　

敝
笱　

定
之
方
中　
　
　

 　

載
馳

鴟
鴞　

牆
有
茨　

柏
舟　

旄
邱　

渭
陽　

燕
燕　

黍
離　

注 　

・
蔵
書
④
に
お
い
て
原
詩
を
取
上
げ
て
詳
し
く
紹
介
し
て
い
る
詩
は
ゴ
シ
ッ
ク
に
太
字

で
表
示
（
例
「
無
衣
」）、
そ
れ
以
外
は
内
容
を
掲
げ
ず
題
目
の
み
を
取
上
げ
た
詩
で
あ
る
。

漢
廣

蘀
兮

褰
裳

溱
洧

木
瓜

摽
有
梅

静
女

野
有
蔓
草

鶏
鳴

東
門
之
池

東
門
之
楊

綢
繆

遵
大
路

終
風

谷
風

氓

伯
兮

君
子
于
役

中
谷
有
蓷

殷
其
雷

月
出

澤
陂

蒹
葭

撃
鼓

陟
岵

鴇
羽

東
山

甘
棠

樛
木

螽
斯桃

夭

鵲
巣

何
彼
穠
矣

權
輿

黄
鳥

　

前
述
の
よ
う
に
、
蔵
書
①
に
は
蔵
書
④
の
内
容
に
関
わ
る
書
込
み
メ
モ
が

見
ら
れ
る
。
そ
れ
ら
の
メ
モ
内
容
は
上
掲
の
資
料
に
あ
る
文
字
囲
み
の
詩
（
例

「　
　
　

 

」）
か
ら
取
ら
れ
て
い
る
。
堀
が
蔵
書
①
に
お
い
て
メ
モ
を
し
た
詩
が
合

わ
せ
て
45
篇
あ
る
。
そ
の
う
ち
、
蔵
書
④
に
拠
る
も
の
が
35
篇
見
ら
れ
る
。
こ
の

数
字
だ
け
か
ら
で
も
、
堀
が
蔵
書
④
国
風
歌
の
紹
介
内
容
を
い
か
に
耽
読
し
て
い

た
か
が
推
測
で
き
る
。

　

一
方
、
蔵
書
①
に
あ
る
蔵
書
④
の
学
習
メ
モ
（
文
字
囲
み
の
詩
に
か
か
わ
る
）
か
ら
、

堀
に
お
け
る
『
詩
経
』
国
風
の
学
習
が
ほ
と
ん
ど
最
初
の
二
つ
の
部
類
「
愛
恋
の

歌
」（
29
篇
の
う
ち
23
篇
が
メ
モ
さ
れ
て
い
る
）
及
び
「
行
役
の
歌
」（
5
篇
の
う
ち
に
4
篇

が
メ
モ
さ
れ
て
い
る
）
に
集
中
し
て
い
る
こ
と
が
言
え
る
で
あ
ろ
う
。「
行
役
の
歌
」

の
分
類
に
は
詩
4
篇
し
か
入
っ
て
い
な
い
。
が
、「
愛
恋
の
歌
」
に
収
録
さ
れ
て

い
る
「
伯
兮
」「
君
子
于
役
」
と
い
う
2
篇
の
詩
（
二
重
傍
線
で
表
示
）
は
、
行
役
に

行
っ
た
男
を
偲
ぶ
歌
で
、
行
役
の
主
題
と
し
て
読
み
取
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

そ
の
上
、「
愛
恋
の
歌
」「
行
役
の
歌
」
に
続
い
て
、「
祝
頌
の
歌
」
の
部
類
で
は
、

合
計
21
篇
の
詩
の
う
ち
堀
が
メ
モ
を
と
っ
た
の
が
6
篇
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
う

ち
、「
桃
夭
」、「
鵲
巣
」、「
何
彼
穠
矣
」
な
ど
婚
姻
祝
福
を
主
題
と
し
た
も
の
の

中
に
は
、「
愛
恋
の
歌
」
と
不
可
分
な
関
連
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

３　
「
詩
経
」
ノ
ー
ト
の
成
立
（
き
っ
か
け
と
時
期
）

　

こ
れ
ま
で
の
考
察
で
、
堀
に
お
け
る
『
詩
経
』
受
容
像
が
浮
彫
り
に
な
っ
て
き

た
の
で
は
な
い
か
。
彼
は
『
詩
経
』
の
フ
ラ
ン
ス
語
訳
（
ク
ー
ヴ
ラ
ー
訳
）
と
と
も

に
、
日
本
語
の
口
語
訳
（
蔵
書
①
）
を
参
照
し
な
が
ら
、
歌
謡
の
原
始
的
な
か
た

摽
有
梅
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ち
を
「
即
吟
競
争
」
だ
と
捉
え
た
う
え
で
、
国
風
に
あ
る
恋
愛
・
行
役
歌
に
注
目

し
て
い
た
。

　

さ
ら
に
、
堀
が
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
た
グ
ラ
ネ
ー
著
お
よ
び
目
加
田
誠
著

（
蔵
書
④
）
に
お
い
て
は
、『
詩
経
』
研
究
に
お
け
る
基
本
的
な
視
点
が
一
致
し
て

い
る
と
こ
ろ
に
留
意
し
た
い
。
つ
ま
り
、
ノ
ー
ト
の
典
拠
『
支
那
古
代
の
祭
礼
と

歌
謡
』
は
、『
詩
経
』
の
民
俗
学
的
な
解
釈
の
先
鞭
を
つ
け
た
書
物
で
あ
る
。
そ

の
一
方
、
蔵
書
④
に
つ
い
て
は
、
本
が
再
版
さ
れ
る
際
に
著
者
が
語
っ
た
よ
う
に
、

『
詩
経
』
を
儒
教
の
経
典
と
し
て
で
は
な
く
、「
純
粋
に
古
代
の
歌
謡
文
学
と
し
て

扱
っ
た
の
は
」
日
本
で
は
こ
れ
が
「
初
め
て
の
試
み
で
あ
る
」（
平
成
3
年
1
月　

講

談
社
学
術
文
庫
本
版
）。

　

両
者
と
も
従
来
の
儒
教
経
典
と
さ
れ
て
き
た
『
詩
経
』
を
、
民
俗
信
仰
に
根
ざ

す
古
代
歌
謡
と
し
て
解
読
し
よ
う
と
す
る
。
堀
が
当
時
で
は
斬
新
な
『
詩
経
』
研

究
視
点
―
―
フ
ォ
ー
ク
ロ
ア
的
な
解
読
を
求
め
よ
う
と
し
た
背
景
に
は
、「
文
学

の
信
仰
起
原
説
」（
折
口
信
夫
「
国
文
学
の
発
生
（
第
四
稿
）」・『
日
本
文
学
講
座
』
昭
和
2
年
）

を
唱
え
た
折
口
学
へ
の
傾
倒
と
い
う
大
前
提
が
あ
っ
た
こ
と
が
言
え
る
。
堀
の
蔵

書
目
録
に
は
昭
和
14
年
版
の
『
支
那
古
代
の
祭
礼
と
歌
謡
』
が
入
っ
て
い
る
。
昭

和
14
年
以
降
は
、
堀
が
「
折
口
の
国
文
学
へ
の
本
格
的
な
接
近
」（
中
島
昭
「
折
口

信
夫
受
容
に
つ
い
て
の
素
描
」・『
堀
辰
雄
―
―
昭
和
十
年
代
の
文
学
』
平
成
4
年
12
月　

リ
ー
ベ

ル
出
版
）
期
を
迎
え
、
折
口
学
へ
の
関
心
が
旺
盛
に
な
っ
て
い
る
時
期
に
も
な
る
。

堀
は
ノ
ー
ト
の
題
目
を
最
初
か
ら
「D

uiniser/Elegien

（
ド
ウ
イ
ノ
の
悲
歌
―
筆
者

注
）・
古
代
研
究
／
を
り
く
ち
」
に
し
、
折
口
の
「
花
の
話
」
か
ら
の
摘
記
メ
モ

を
一
緒
に
こ
の
ノ
ー
ト
に
書
き
込
ん
だ
こ
と
が
最
も
有
力
な
根
拠
に
な
る
。

　

そ
の
う
え
、
ノ
ー
ト
成
立
の
き
っ
か
け
を
考
え
る
と
、
先
行
研
究
（
岡
本
文
子

「
堀
辰
雄
文
学
に
於
け
る
中
国
古
典
受
容
の
形
態
に
つ
い
て
―
「
詩
経
」
ノ
オ
ト
を
中
心
に
―
」
前

出
）
で
は
、
堀
の
以
下
の
発
言
に
基
づ
き
な
が
ら
、
折
口
学
の
影
響
が
取
り
上
げ

ら
れ
て
い
る
。

　

リ
ル
ケ
が
そ
の
畢
生
の
大
作
、「
ド
ゥ
イ
ノ
悲
歌
」
を
歌
ひ
は
じ
め
る
に

あ
た
つ
て
、
ま
づ
胸
中
に
絶
え
ず
お
も
つ
て
ゐ
た
こ
と
の
一
つ
は
（
中
略
）

詩
歌
の
発
生
も
ま
た
あ
ら
ゆ
る
神
に
似
た
夭
折
者
た
ち
を
哭
し
、
そ
の
魂
を

鎮
め
ん
が
た
め
で
あ
つ
た
と
い
ふ
考
へ
で
は
な
か
つ
た
で
あ
り
ま
せ
う
か
。

唯
、
そ
の
や
う
な
希
臘
人
た
ち
乃
至
リ
ル
ケ
の
考
へ
方
が
私
達
の
素
朴
な

祖
先
た
ち
の
そ
れ
と
や
や
趣
を
異
に
す
る
の
は
、（
中
略
）
私
達
の
祖
先
ら
は
、

人
の
魂
と
い
ふ
も
の
を
ど
こ
ま
で
も
外
在
的
な
も
の
と
素
朴
に
考
へ
て
居
つ

た
や
う
で
あ
り
ま
す
。（
中
略
）

　

さ
う
い
ふ
い
く
ぶ
ん
の
相
違
は
あ
る
や
う
で
あ
り
ま
す
が
、
少
く
と
も
詩

歌
と
か
音
楽
と
か
の
源
泉
に
つ
い
て
の
考
へ
方
が
、
お
の
づ
か
ら
東
西
軌
を

一
つ
に
し
て
ゐ
る
ら
し
い
こ
と
は
、
只
今
の
僕
に
は
大
へ
ん
有
難
い
発
見
で

あ
る
と
い
は
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

堀
辰
雄
「
伊
勢
物
語
な
ど
」（『
文
藝
』
第
8
巻
第
6
号　

昭
和
15
年
6
月
）

（
傍
線
引
用
者
）

　

岡
本
文
子
氏
は
、
ノ
ー
ト
の
冒
頭
に
掲
げ
ら
れ
た
「
歌
謡
の
原
始
的
な
意
味
の

闡
明
」
を
、
以
上
の
堀
の
主
張
と
結
び
付
け
、
ノ
ー
ト
の
成
立
意
図
を
、
詩
歌
の

発
生
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
「
東
西
軌
を
一
つ
に
し
て
ゐ
る
」
こ
と
へ
の
究
明
で
あ
る
と

指
摘
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
ノ
ー
ト
の
成
立
年
代
は
以
上
の
意
図
を
反
映
す
る
堀

の
エ
ッ
セ
イ
「
伊
勢
物
語
な
ど
」
の
書
か
れ
た
昭
和
15
年
前
後
で
あ
り
、
ノ
ー
ト

の
未
完
成
の
現
象
か
ら
、
グ
ラ
ネ
ー
著
を
も
っ
て
鎮
魂
要
素
を
絡
め
と
ろ
う
と
し
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た
意
図
が
失
敗
に
終
わ
っ
た
な
ど
の
結
論
を
導
い
た
。

　

引
用
文
の
リ
ル
ケ
の
「
レ
ク
ヰ
エ
ム
」
か
ら
折
口
の
「
鎮
魂
」
説
へ
の
出
会
い

事
件
は
、
堀
文
学
で
し
ば
し
ば
語
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
（「
古
墳
」・『
婦
人
公
論
』

昭
和
18
年
3
月
）。
従
来
の
日
本
古
来
の
「
鎮
魂
」
信
仰
に
つ
い
て
の
研
究
（
伴
信
友

『
鎮
魂
伝
』
弘
化
2
年
）
で
は
、
人
の
魂
は
内
在
な
も
の
（
内
か
ら
外
へ
憧
れ
出
る
）

だ
と
捉
え
て
い
る
こ
と
に
対
し
、
折
口
は
「
外マ来
魂ナ

」
の
観
点
（
魂
が
外
か
ら
内

へ
付
着
す
る
）
を
新
し
く
提
起
し
た
（「
花
の
話
」〈
前
出
〉
な
ど
に
散
見
）。
堀
が
唱
え

た
「
私
達
の
祖
先
ら
は
、
人
の
魂
と
い
う
も
の
を
ど
こ
ま
で
も
外
在
的

3

3

3

な
も
の
と

素
朴
に
考
え
て
居
っ
た
」
こ
と
は
、
明
ら
か
に
折
口
の
鎮
魂
説
に
根
ざ
し
て
い
る
。

　

堀
が
ノ
ー
ト
の
題
目
を
最
初
か
ら
「D

uiniser/Elegien

（
ド
ゥ
イ
ノ
の
悲
歌
―
引

用
者
注
）・
古
代
研
究
／
を
り
く
ち
」
と
し
た
こ
と
を
加
え
て
考
慮
す
る
と
、
前
述

の
岡
本
氏
の
意
図
説
は
妥
当
性
の
な
い
こ
と
で
も
な
か
ろ
う
。

　

も
っ
と
も
、
同
ノ
ー
ト
に
入
っ
て
い
る
「
花
の
話
」
の
部
分
の
典
拠
で
あ
る
折

口
「
花
の
話
」
で
は
、
以
下
の
よ
う
な
内
容
が
見
ら
れ
る
。

ふ
ゆ
は
触
れ
る
こ
と
、
ふ
ゆ
と
ふ
る
と
は
同
じ
事
で
あ
る
。
ふ
ゆ
は
物
を
附

加
す
る
事
で
あ
る
が
、
も
と
は
物
を
分
割
す
る
意
味
で
あ
る
。
ふ
る
は
ま
な

（
外
来
魂
）
を
人
体
に
附
加
す
る
事
で
、
冬
に
な
る
と
総
て
の
も
の
を
き
り

替
へ
る
の
で
、
魂
に
も
、
外
か
ら
来
る
威
力
あ
る
魂
を
附
加
す
る
の
で
あ
る
。

（
中
略
）

魂
を
附
加
す
る
の
は
、
鎮
魂
祭
で
あ
る
。
此
を
魂タ

マ

ふ
り
と
言
ひ
、
そ
の
儀
式

が
厳
冬
に
行
は
れ
る
。
魂
ふ
り
は
ま
な
を
内
部
に
附
加
密
著
し
て
了
ふ
事
で

あ
る
が
、
支
那
の
鎮
魂
は
内
の
魂
を
出
さ
な
い
様
に
す
る
事
で
あ
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。
此
が

変
化
し
て
来
て
、
時
の
変
り
目
に
、
内
在
魂
が
発
散
す
る
か
ら
、
此
を
防
ぐ

為
の
魂
を
鎮
め
る
行
事
と
な
つ
た
。
此
が
た
ま
し
づ
め
で
あ
る
。

折
口
信
夫
「
花
の
話
」（
国
学
院
大
学
郷
土
研
究
会
例
会
講
演
筆
記　

昭
和
3
年
6
月
）

（
傍
線
折
口
、
傍
点
引
用
者
）

　

日
本
人
の
霊
魂
信
仰
の
基
礎
が
外
来
魂
信
仰
に
あ
る
と
す
る
考
え
は
、
折
口
学

説
の
根
幹
で
あ
る
。
外
在
の
魂
を
付
着
す
る
こ
と
は
「
た
ま
ふ
り
」
で
あ
る
。
人

の
魂
が
内
在
的
な
も
の
で
あ
る
と
い
う
考
え
は
中
国
渡
来
の
思
想
で
、
遊
離
し

が
ち
な
内
在
の
魂
を
鎮
め
る
行
為
を
「
た
ま
し
づ
め
」
と
い
う
。「
こ
の
二
つ
が
、

だ
ん
〳
〵
信
仰
上
の
混
乱
を
来
し
て
、
外
か
ら
魂
を
附
著
せ
し
め
る
信
仰
と
、
内

に
あ
る
魂
を
、
発
散
さ
せ
な
い
と
い
ふ
意
味
と
を
含
め
」（「
歌
の
発
生
及
び
そ
の
万
葉

集
に
お
け
る
展
開
」『
現
代
短
歌
全
集
月
報
』
昭
和
4
年
10
～
12
月
、
昭
和
5
年
5
～
9
月
）
る
こ

と
に
な
っ
た
。
万
葉
の
鎮
魂
に
は
、
す
で
に
こ
の
よ
う
な
二
通
り
の
意
味
が
あ
っ

た
。

　
「
詩
歌
と
か
音
楽
と
か
の
源
泉
」
に
レ
ク
イ
エ
ム
的
要
素
の
あ
る
こ
と
が
、「
東

西
軌
を
一
つ
に
し
て
ゐ
る
」
こ
と
を
主
張
す
る
堀
は
、
民
俗
信
仰
に
根
ざ
し
た
中

国
の
古
代
歌
謡
『
詩
経
』
に
も
、「
鎮
魂
」
の
イ
デ
ー
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き

る
。
―
―
堀
の
「
レ
ク
ヰ
エ
ム
的
」
な
も
の
に
対
す
る
一
貫
し
た
関
心
の
傾
向
か

ら
、
そ
の
よ
う
な
予
測
が
つ
く
こ
と
は
何
の
不
思
議
も
な
い
だ
ろ
う
。
堀
の
関
心

の
触
手
が
中
国
に
伸
び
、
漢
文
化
と
ゆ
か
り
の
深
い
「
た
ま
し
づ
め
」
の
観
点
が

強
い
牽
引
力
を
果
た
し
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
堀
は
歌
謡

の
原
始
的
な
意
義
に
お
い
て
東
西
を
問
わ
ず
鎮
魂
要
素
が
捉
え
ら
れ
る
と
い
う
予

見
を
見
出
す
前
に
、
既
に
折
口
説
か
ら
、
漢
文
化
で
あ
る
「
た
ま
し
づ
め
」
の
影

響
が
、
後
に
な
っ
て
日
本
古
来
の
「
た
ま
ふ
り
」
に
及
ん
だ
こ
と
を
事
前
に
把
握

し
て
い
た
の
で
あ
る
。
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「（
花
の
話
・
詩
経
）」
ノ
ー
ト
は
も
と
も
と
東
西
に
あ
る
鎮
魂
イ
デ
ー
を
探
求

す
る
た
め
の
ノ
ー
ト
と
し
て
用
意
さ
れ
た
こ
と
が
推
測
で
き
る
。

　
「
詩
経
」
ノ
ー
ト
の
典
拠
『
支
那
古
代
の
祭
礼
と
歌
謡
』
に
は
、
鎮
魂
に
つ
い

て
言
及
し
た
内
容
が
全
く
な
い
こ
と
も
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
も

一
言
く
ら
い
で
浅
く
触
れ
る
（
中
国
古
代
の
「
招
魂
」
思
想
な
ど
）
だ
け
で
、
本
全
体

の
主
流
思
想
に
は
な
ら
な
い
。
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
堀
が
残
し
て
い

る
『
詩
経
』
学
習
メ
モ
に
は
鎮
魂
関
係
の
も
の
は
一
切
見
当
た
ら
な
い
。
そ
の
よ

う
な
意
味
で
、
古
代
歌
謡
の
鎮
魂
思
想
を
グ
ラ
ネ
ー
著
か
ら
絡
め
と
ろ
う
と
し
た

堀
の
最
初
の
意
図
は
失
敗
に
終
わ
っ
た
と
言
え
よ
う
。
堀
が
結
局
ノ
ー
ト
の
原
題

「D
uiniser/Elegien

・
古
代
研
究
／
を
り
く
ち
」
を
抹
消
し
た
こ
と
も
、
そ
の

あ
た
り
に
理
由
が
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

　

し
か
し
、
そ
れ
は
『
詩
経
』
の
学
習
そ
の
も
の
の
「
放
棄
」
に
は
な
ら
な
い
だ

ろ
う
。
そ
の
う
え
、「
伊
勢
物
語
な
ど
」
の
み
を
根
拠
に
し
て
ノ
ー
ト
の
成
立
時

期
を
昭
和
15
年
前
後
だ
と
推
定
す
る
こ
と
も
少
し
躊
躇
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
蔵
書
①
の
学
習
メ
モ
に
は
、
昭
和
18
年
3
月
刊

行
の
蔵
書
④
の
摘
記
メ
モ
が
夥
し
く
残
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
昭
和
20
年
2
月
12

日
加
藤
周
一
か
ら
の
書
簡
に
は
、「
中
村
（
中
村
真
一
郎
―
引
用
者
注
）
に
依
頼
し
ま

し
た
詩
経
の
佛
訳
を
借
し
て
戴
け
れ
ば
幸
甚
で
す
」
と
あ
る
。
明
ら
か
に
書
簡
に

あ
る
「
詩
経
の
佛
訳
」
は
ク
ー
ヴ
ラ
ー
のCheu K

ing

で
あ
る
。
従
っ
て
、
蔵

書
①
に
あ
る
メ
モ
の
成
立
年
代
は
昭
和
18
年
3
月
よ
り
昭
和
20
年
2
月
あ
た
り
ま

で
の
間
に
な
る
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　

昭
和
18
年
前
半
は
、
堀
が
連
載
物
『
大
和
路
信
濃
路
』（
昭
和
18
年
1
月
～
8
月

『
婦
人
公
論
』）
の
取
材
の
た
め
に
盛
ん
に
旅
に
出
る
時
期
で
あ
る
（
2
月
に
志
賀
高

原
、
4
月
に
奈
良
、
5
月
に
京
都
）。
後
半
は
、
7
月
か
ら
軽
井
沢
に
滞
在
し
、
主
に
リ

ル
ケ
と
プ
ル
ウ
ス
ト
に
親
し
ん
だ
（
3
月
末
に
大
山
定
一
ら
と
リ
ル
ケ
の
書
簡
集
を
訳
す

計
画
を
立
て
た
）。
昭
和
19
年
に
な
る
と
、
堀
は
3
月
か
ら
病
臥
し
、
出
版
が
ま
す

ま
す
困
難
に
な
る
情
勢
の
な
か
、「
読
書
生
活
を
送
つ
て
来
る
べ
き
日
の
た
め
に

力
を
養
つ
て
」（
7
月
15
日　

中
市
弘
宛
）
い
た
。
彼
の
友
人
な
ど
に
宛
て
た
書
簡
に

は
、「
何
を
読
ん
だ
と
も
つ
か
な
い
や
う
な
読
み
方
」（
12
月
28
日 

葛
巻
義
敏
宛
）
で

「
糞
お
ち
つ
き
に
本
ば
か
り
読
ん
で
ゐ
」（
9
月
9
日 

川
端
康
成
宛
）
る
一
方
、「
い
よ

い
よ
小
説
ら
し
い
小
説
を
生
涯
の
う
ち
に
す
く
な
く
と
も
一
篇
は
書
い
て
お
き
た

い
」（
7
月
26
日 

中
市
弘
宛
）
と
励
ん
で
い
た
。
こ
の
よ
う
な
状
態
が
こ
の
年
の
最
後

ま
で
続
い
た
。
翌
年
の
昭
和
20
年
に
な
る
と
、
病
状
が
深
刻
化
し
、「
ち
ょ
つ
と

手
の
込
ん
だ
勉
強
」（
8
月
27
日　

葛
巻
義
敏
宛
）
が
難
し
く
な
る
。

　

以
上
の
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
堀
の
蔵
書
①
に
あ
る
書
込
み
メ
モ
は
昭
和
19
年

に
残
し
た
可
能
性
が
高
い
だ
ろ
う
。
一
方
、
蔵
書
①
の
メ
モ
は
「
詩
経
」
ノ
ー

ト
に
比
べ
る
と
、
内
容
が
よ
り
多
岐
に
わ
た
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
か
ら
、

ノ
ー
ト
は
蔵
書
①
の
メ
モ
の
書
か
れ
た
少
し
前
に
残
し
た
も
の
で
は
な
い
か
と
思

わ
れ
る
。
さ
ら
に
、
ノ
ー
ト
に
題
目
し
か
記
さ
な
か
っ
た
「
行
露
」（「
路
の
露
」
前

出
）
と
い
う
詩
は
、
蔵
書
①
に
お
い
て
詳
し
く
記
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、

両
者
の
間
に
は
む
し
ろ
何
か
一
貫
性
の
よ
う
な
も
の
が
認
め
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
、

「
詩
経
」
ノ
ー
ト
の
成
立
時
期
は
蔵
書
①
の
メ
モ
と
は
そ
れ
ほ
ど
隔
た
っ
て
い
な

い
昭
和
19
年
頃
と
考
え
ら
れ
る
。
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三　
万
葉
小
説
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
―
―
東
歌
と
『
詩
経
』（
国
風
歌
）

　

堀
が
『
詩
経
』
を
め
ぐ
っ
て
上
述
の
よ
う
な
手
の
込
ん
だ
勉
強
を
し
て
き
た
意

図
は
何
で
あ
っ
た
の
か
。

　

堀
は
『
詩
経
』
の
学
習
に
取
り
組
む
の
と
近
い
時
期
（
昭
和
18
年
8
月
）
に
、
以

下
の
よ
う
な
こ
と
を
語
っ
て
い
た
。

主　

あ
の
小
説
に
は
、
そ
れ
か
ら
も
う
一
つ
、
別
の
興
味
が
あ
つ
た
。

大お
ほ
と
も
の
や
か
も
ち

伴
家
持
だ
。
柳
の
花
の
飛
び
ち
つ
て
ゐ
る
朱す
ざ
く雀
大お
ほ
ぢ路
を
、
長
安
か
な
ん
ぞ

の
貴
公
子
然
と
し
て
、
毎
日
の
日
課
に
馬
を
乗
り
ま
は
し
て
ゐ
る
兵ひ
や
う
ぶ部
大だ
い
ふ輔

の
家や
か
も
ち持
の
す
が
た
は
何
ん
と
も
い
へ
ず
愉
し
い
し
、
又
、
藤

ふ
ぢ
は
ら
の原

仲な
か
ま
ろ

麻
呂
が
そ

の
家
持
と
支
那
文
学
の
話
な
ど
に
打
ち
興
じ
な
が
ら
、
い
つ
か
話
題
が
ち
か

ご
ろ
佛
教
に
帰
依
し
た
姪
の
郎い
ら
つ
め女
の
う
へ
に
移
つ
て
ゆ
く
会
話
な
ど
も
、
い

か
に
も
い
き
い
き
と
し
て
ゐ
た
な
。

客　

さ
う
い
ふ
と
こ
ろ
に
作
者
の
底
力
が
ひ
と
り
で
に
出
て
ゐ
る
。
人
間
と

し
て
大
き
な
幅
の
あ
る
人
だ
。

堀
辰
雄
「
大
和
路
・
信
濃
路　

死
者
の
書
」（『
婦
人
公
論
』
昭
和
18
年
8
月
）

（
傍
線
引
用
者
）

　

折
口
の
古
代
小
説
『
死
者
の
書
』
を
一
つ
の
分
水
嶺
と
し
て
、
堀
は
「
折
口
の

国
文
学
へ
の
本
格
的
な
接
近
」（
前
節
引
用
の
中
島
昭
氏
論
文
）
期
を
迎
え
る
。
そ
れ

以
降
、『
死
者
の
書
』
を
目
指
し
た
万
葉
小
説
を
営
む
こ
と
が
、
堀
晩
年
の
長
年

に
わ
た
る
文
学
的
抱
負
で
あ
っ
た
。『
死
者
の
書
』
が
堀
を
魅
了
し
た
理
由
に
は
、

「
全
篇
、
森
厳
な
レ
ク
ヰ
エ
ム
」
や
女
主
人
公
の
気
高
い
姿
が
あ
る
ほ
か
、
こ
の

引
用
文
で
は
「
も
う
一
つ
、
別
の
興
味
」
が
語
ら
れ
る
。
そ
れ
は
小
説
に
漂
っ
て

い
る
万
葉
時
代
の
漢
学
趣
味
で
あ
る
。
万
葉
小
説
を
目
指
し
た
堀
は
、
そ
の
よ
う

な
漢
学
的
素
養
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
「
底
力
」
や
「
大
き
な
幅
」
を
い
つ
か
自
分

の
作
品
に
も
、
と
ひ
そ
か
に
決
意
し
た
だ
ろ
う
。
堀
の
中
国
古
典
へ
の
関
心
は
、

『
死
者
の
書
』
が
上
梓
さ
れ
た
翌
年
の
「
昭
和
十
五
年
こ
ろ
に
至
っ
て
急
に
強
ま
」

（
内
山
知
也
『
堀
辰
雄　

杜
甫
詩
ノ
オ
ト
』
昭
和
50
年
12
月　

木
耳
社
）
っ
た
。

　
『
死
者
の
書
』
に
よ
っ
て
誘
わ
れ
た
古
代
小
説
へ
の
憧
れ
は
、
堀
の
「
万
葉
小

説
」
を
仕
上
げ
る
意
志
を
刺
激
し
た
。
そ
れ
と
同
時
に
、
中
国
古
典
へ
の
関
心
が

急
激
に
盛
り
上
が
る
こ
と
に
な
る
。
堀
が
熱
心
に
身
に
つ
け
よ
う
と
し
た
中
国
古

典
知
識
は
、「
万
葉
小
説
」
の
た
め
の
下
準
備
だ
と
推
断
で
き
よ
う
。

　

堀
の
そ
の
大
き
な
羽
ば
た
き
の
た
め
の
潜
伏
期
間
は
実
に
長
い
も
の
で
あ
っ
た
。

『
死
者
の
書
』
が
昭
和
14
年
1
月
か
ら
3
月
に
か
け
て
『
日
本
評
論
』
で
連
載
さ

れ
て
か
ら
間
も
な
く
（
5
月
）、
堀
は
『
死
者
の
書
』
の
舞
台
に
な
る
二
上
山
を
訪

れ
る
。
昭
和
16
年
10
月
に
、
彼
は
い
よ
い
よ
「
万
葉
小
説
」
を
取
材
す
る
た
め
に

再
び
大
和
路
に
出
る
。
し
か
し
、
堀
が
憧
れ
て
い
た
「
万
葉
小
説
」
は
結
局
挫
折

し
、
諦
め
て
始
め
か
ら
勉
強
し
直
す
こ
と
を
決
心
す
る
（
堀
辰
雄
「
十
月
」・「
婦
人
公

論
」
昭
和
18
年
1
～
2
月
）。
そ
れ
以
降
、
昭
和
19
年
の
冬
か
ら
、
再
び
「
次
の
仕
事

（
万
葉
も
ど
き
の
小
説
）
の
こ
と
な
ど
ぼ
ん
や
り
と
考
へ
」（
12
月
28
日　

葛
巻
義
敏

宛
書
簡
）
出
す
。

　

し
か
し
、
堀
が
憧
れ
て
い
た
「
万
葉
小
説
」
は
結
局
実
ら
ず
、
彼
の
「
万
葉
小

説
」
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
た
め
の
さ
ま
ざ
ま
な
努
力
の
跡
の
み
が
残
り
、
そ
れ
ら

は
い
く
つ
か
の
ノ
ー
ト
類
を
通
し
て
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
ら
の
ノ
ー

ト
の
う
ち
、
天
平
時
代
を
背
景
に
し
た
防
人
小
説
「（
出
帆
）」
ノ
ー
ト
が
あ
る
。
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こ
の
「（
出
帆
）」
に
先
立
ち
、
比
較
的
、
初
歩
的
な
「（
水
の
う
へ
）」
ノ
ー
ト
が

見
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
万
葉
防
人
物
語
の
準
備
と
し
て
、
万
葉
東
歌
の
学
習
ノ
ー

ト
「
東
歌
」
や
「（
万
葉
集
抄　

一
）」（「
東
歌
抄　

万
葉
集
巻
十
四
」
の
内
容
が
あ
る
）

な
ど
が
残
さ
れ
て
い
る
。

　

一
方
、「（
出
帆
）」
お
よ
び
「（
水
の
う
へ
）」
で
は
折
口
の
民
俗
学
が
所
々
に

取
入
れ
ら
れ
、「
東
歌
」
な
ど
の
ノ
ー
ト
の
場
合
も
、
折
口
関
係
著
書
を
典
拠
に

し
て
い
た
こ
と
が
あ
き
ら
か
で
あ
る
（
注
１
）。

　

折
口
学
に
基
づ
き
、
防
人
の
心
情
を
多
く
歌
っ
た
万
葉
東
歌
を
と
り
入
れ
た
小

説
を
営
む
こ
と
を
、
堀
は
最
初
か
ら
ね
ら
っ
て
い
た
こ
と
が
予
測
で
き
る
。

　

折
口
に
よ
る
と
、「
東
歌
は
、
巻
十
四
と
巻
二
十
と
の
両
巻
に
記
載
せ
ら
れ
て

ゐ
る
が
、
前
者
の
方
が
、
稍
古
い
も
の
と
見
て
よ
い
。
後
者
は
、
民
謡
か
ら
創
作

が
ゝ
つ
た
境
地
に
一
歩
踏
み
込
ん
だ
頃
の
も
の
で
、
恐
ら
く
、
大
伴
家
持
の
採

集
し
た
も
の
で
あ
ら
う
。
謂
は
ゆ
る
防
人
（「
九
州
の
邊
要
の
地
を
守
る
軍
人
」
―
折
口
）

の
歌
で
あ
る
。」（「
上
世
日
本
の
文
学
」・
堀
蔵
書
『
日
本
文
学
啓
蒙
』
所
収
昭
和
25
年
2
月　

朝
日
新
聞
社
、
似
た
よ
う
な
記
述
が
堀
蔵
書
『
万
葉
集
辞
典
』〈
大
正
8
年　

文
会
堂
書
房
〉
に
も

あ
る
。）

　

東
歌
の
本
質
に
関
し
て
は
、
折
口
は
「
民
謡
―
国
ぶ
り
―
と
し
て
純
粋
な
も

の
」（「
後
期
王
朝
の
文
学
」・『
日
本
文
学
啓
蒙
』
所
収　

前
出
）
で
あ
り
、「
そ
の
本
体
が

恋
歌
で
あ
」（「
万
葉
集
の
恋
歌
」・「
婦
人
公
論
」
第
23
巻　

昭
和
13
年
）
る
と
指
摘
す
る
。

さ
ら
に
、「
か
け
あ
ひ
」（
後
述
）
と
い
う
歌
の
原
始
的
形
式
か
ら
発
生
し
た
も
の

だ
と
主
張
す
る
（「
歌
の
発
生
及
び
そ
の
万
葉
集
に
お
け
る
展
開
」
前
出
）。

　

そ
の
う
え
、
昔
は
東
国
が
「
未
開
の
国
・
疑
問
の
国
」（『
万
葉
集
辞
典
』
前
出
）

で
あ
る
故
、「
万
葉
人
の
都
で
は
、
既
に
、
痕
跡
も
な
く
亡
び
た
民
俗
・
信
仰
が
、

東
人
の
間
に
は
、
尚
勢
力
を
持
つ
て
居
た
」（
折
口
信
夫
「
万
葉
集
講
義
」・「
近
代
詩
歌

講
座
」
1
～
5
号　

大
正
8
年
）。
そ
の
た
め
、
東
歌
に
は
昔
の
時
代
信
仰
と
い
う
も

の
が
ま
だ
鮮
明
に
残
っ
て
い
る
。

　

宮
廷
詩
を
中
心
と
し
た
「
大
歌
」
に
対
し
、
庶
民
の
感
情
を
素
直
に
歌
っ
た

「
小
歌
」
と
し
て
存
在
す
る
「
国く
に
ぶ
り風
」
歌
、
そ
こ
か
ら
読
取
れ
る
古
い
民
俗
信
仰
、

さ
ら
に
、「
望
郷
の
歌
・
相
聞
歌
」（『
万
葉
集
辞
典
』
前
出
）
と
し
て
の
行
役
・
恋
愛

要
素
―
―
堀
に
お
け
る
『
詩
経
』
の
学
習
傾
向
（
国
風
の
民
俗
学
的
な
解
読
、
恋
愛
・
行

役
歌
へ
の
注
目
）
と
い
う
も
の
は
、
上
述
の
東
歌
の
性
質
と
自
ら
軌
を
一
に
し
て
い

る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

　

そ
の
う
え
で
、
折
口
が
唱
え
た
東
歌
の
原
始
的
な
形
式
で
あ
る
「
か
け
あ
ひ
」

に
関
し
て
は
、
次
の
よ
う
に
解
説
さ
れ
る
。「
片
歌
と
片
歌
の
『
か
け
合
ひ
』
は
、

神
と
精
霊
と
の
問
答
を
信
仰
的
な
基
盤
と
し
な
が
ら
、
歌
垣
＝
祭
り
の
場
を
中
心

と
し
て
神
に
扮
し
た
男
性
と
神
に
仕
え
る
処
女
と
の
間
で
行
わ
れ
、
さ
ら
に
村
の

男
と
女
の
間
で
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
」。
さ
ら
に
、「
か
け
あ
ひ
は
神
と
精
霊

の
対
立
を
基
盤
と
し
て
い
る
が
ゆ
え
に
相
手
の
歌
を
凌
駕
す
る
こ
と
を
目
指
し
、

女
性
の
歌
に
見
ら
れ
る
頓
智
頓
才
や
歌
合
を
形
成
す
る
競
技
精
神
を
生
み
出
し

た
。」（
西
村
享
『
折
口
信
夫
事
典 

増
補
版
』
平
成
10
年
6
月
）。

　

こ
の
よ
う
に
、
歌
の
起
原
を
古
代
信
仰
で
と
ら
え
る
際
、
折
口
の
主
張
に
は
グ

ラ
ネ
ー
の
「
即
吟
競
争
」
説
と
類
似
し
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
歌
の
原
始

的
な
か
た
ち
は
問
答
、
唱
和
、
競
争
の
要
素
が
絡
ん
で
い
る
こ
と
で
あ
る
。
堀
の

折
口
学
学
習
ノ
ー
ト
を
見
る
と
、「
か
け
あ
ひ
」
関
連
の
内
容
が
「
古
代
研
究
二
」

ノ
ー
ト
な
ど
か
ら
見
ら
れ
る
（
ノ
ー
ト
に
は
「
抒
情
詩
が
ま
だ
か
け
あ
ひ
（
傍
線
堀
）
か

ら
脱
離
せ
ず
に
い
る
間
」
や
「
短
歌
で
の
か
け
あ
ひ
（
傍
線
堀
）」
な
ど
が
あ
る
）。

　

一
方
、「
古
代
研
究
二
」
に
記
録
さ
れ
た
「
歌
及
び
歌
物
語　

三
、
叙
景
詩
」
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の
内
容
が
、
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
「
伊
勢
物
語
な
ど　

追
記
」（『
文
藝
』
昭
和
15
年
6
月
）

の
「
旅
中
鎮
魂
」
に
関
す
る
叙
述
に
な
っ
て
い
た
。
そ
の
こ
と
か
ら
、
ノ
ー
ト

は
中
島
昭
氏
が
推
測
し
た
と
お
り
、「
昭
和
12
年
か
ら
、
昭
和
15
年
」（「
折
口
信
夫

受
容
に
つ
い
て
の
素
描
」
前
出
）
の
間
の
作
業
だ
と
言
え
よ
う
。
折
口
の
弟
子
小
谷
桓

に
よ
る
と
、
折
口
の
『
古
代
研
究
（
三
冊
）』
が
堀
の
座
右
の
書
と
な
っ
た
の
は
、

昭
和
12
年
で
あ
る
（「
堀
辰
雄
と
折
口
信
夫
―
私
記
風
に
見
た
堀
辰
雄
の
一
面
―
」
前
出
）。
そ

こ
で
、
堀
は
グ
ラ
ネ
ー
の
「
即
吟
競
争
」
説
よ
り
も
、
先
に
折
口
の
「
か
け
あ

ひ
」
に
接
し
た
と
推
定
す
る
。
堀
は
折
口
の
「
か
け
あ
ひ
」
説
を
観
念
に
い
れ
た

う
え
で
、
自
分
の
傾
倒
し
て
い
た
折
口
の
主
張
と
類
似
し
た
グ
ラ
ネ
ー
の
「
即
吟

競
争
」
に
直
ち
に
惹
か
れ
た
こ
と
だ
ろ
う
。
堀
は
鈴
木
虎
雄
氏
の
『
支
那
文
学

研
究
』（
昭
和
2
年
12
月 

弘
文
堂
書
房
）
を
読
む
際
に
は
、
著
者
が
主
張
し
た
『
詩
経
』

の
「
朗
誦
」
起
原
説
に
対
し
、「
否
」
の
字
を
大
き
く
書
き
込
ん
で
い
る
。
そ
の

事
実
か
ら
で
も
、
堀
が
古
代
歌
謡
の
「
か
け
あ
ひ
」・「
即
吟
競
争
」
説
に
い
か
に

信
服
し
て
い
た
か
が
垣
間
見
え
よ
う
。

　

今
ま
で
辿
っ
て
き
た
と
こ
ろ
、
堀
の
『
詩
経
』
を
め
ぐ
る
受
容
は
、
東
歌
と
軌

を
一
に
し
て
い
る
こ
と
が
歴
然
と
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
堀
が
注
目
し
た
『
詩

経
』
と
い
う
も
の
は
、
東
歌
の
性
質
と
相
似
し
た
部
分
の
、
民
俗
信
仰
に
根
ざ
し
、

恋
愛
・
行
役
要
素
が
絡
ん
だ
「
即
吟
競
争
」
の
「
国
風
」
歌
で
あ
る
。
そ
こ
で
、

堀
に
お
け
る
『
詩
経
』
の
受
容
は
、
東
歌
、
な
い
し
東
歌
を
と
り
入
れ
た
万
葉
小

説
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
だ
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　

し
か
し
、
堀
が
営
も
う
と
し
た
「
万
葉
小
説
」
―
―
「（
出
帆
）」
か
ら
、『
詩

経
』
の
影
響
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
。
以
下
は
「（
出
帆
）」
を
も
っ

て
検
討
す
る
。

四　
『
詩
経
』
か
ら
「（
出
帆
）」
に
至
る
ま
で�

�

―
―
戦
争
か
ら
生
れ
た
普
遍
性
の
あ
る
文
学

　
１　
「（
出
帆
）」
と
『
詩
経
』
の
行
役
歌�
�

―
―
防
人
た
ち
の
「
生
・
死
・
愛
」

　
「（
出
帆
）」
は
フ
ー
ル
ス
紙
（
縦
21
．
5
×
横
28
）
17
枚
の
片
面
を
横
長
に
用

い
縦
書
き
し
た
未
完
成
小
説
で
あ
る
。
小
説
の
タ
イ
ト
ル
が
付
け
ら
れ
ず
、
筑
摩

全
集
で
は
ノ
ー
ト
の
冒
頭
の
二
文
字
を
取
っ
て
「
出
帆
」
と
し
た
。「（
出
帆
）」

は
小
説
と
し
て
の
簡
単
な
あ
ら
す
じ
な
ど
を
完
備
す
る
も
の
で
、
潤
色
が
施
さ
れ

て
い
な
い
小
説
の
構
想
だ
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　

ま
ず
は
「（
出
帆
）」
の
概
要
に
つ
い
て
触
れ
て
い
く
。

　

天
平
二
年
に
、
諸
国
か
ら
落
ち
あ
っ
た
防
人
た
ち
は
、
難
波
津
か
ら
出
帆
し
た
。

防
人
た
ち
は
昼
間
中
島
か
ら
島
へ
と
航
海
し
、
晩
に
な
る
と
、
妻
を
偲
ぶ
歌
を
一

斉
に
歌
う
。
未
婚
者
で
あ
る
乎
刀
良
は
そ
の
仲
間
外
れ
で
あ
っ
た
。
あ
る
夕
方
、

乎
刀
良
は
遥
か
彼
方
の
絶
壁
の
う
え
に
立
っ
て
い
る
一
本
の
樫
の
木
か
ら
、
自
分

を
見
送
っ
て
い
る
母
の
姿
を
見
出
す
。
そ
の
後
、
乎
刀
良
は
老
防
人
與
呂
麿
と
出

会
い
、
彼
か
ら
対
馬
よ
り
も
っ
と
向
こ
う
に
あ
る
「
死
ん
だ
母
達
の
国
」
に
重
な

る
「
み
み
ら
く
の
島
」
の
話
を
聞
く
。
そ
ん
な
時
、
同
行
の
防
人
荒
蟲
が
送
糧
船

の
監
督
と
し
て
対
馬
に
赴
く
こ
と
を
任
命
さ
れ
る
。
乎
刀
良
は
自
ら
荒
蟲
の
身
代

わ
り
に
な
っ
て
出
航
す
る
。
あ
る
朝
、
絶
壁
の
下
に
一
人
の
若
者
の
死
骸
が
発
見

さ
れ
る
。
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昭
和
19
年
12
月
28
日
付
、
葛
巻
義
敏
宛
書
簡
に
、「
こ
の
次
の
仕
事
（
万
葉
も

ど
き
の
小
説
）
の
こ
と
な
ど
ぼ
ん
や
り
と
考
へ
て
ゐ
る　

こ
の
冬
ぢ
ゅ
う
に
す
こ

し
位
手
を
つ
け
た
い
も
の
だ
と
思
つ
て
ゐ
る
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、「（
出
帆
）」

の
執
筆
年
代
は
、「
昭
和
十
九
年
の
冬
か
ら
の
ち
、
翌
年
の
二
十
年
」（
小
久
保
実

「
古
典
ノ
オ
ト
の
解
説
」・『
堀
辰
雄
全
集　

第
10
巻
』
昭
和
40
年
12
月　

角
川
書
店
）
だ
と
さ
れ

て
い
る
。

　

昭
和
19
年
末
か
ら
の
ち
20
年
頃
に
か
け
て
は
、
新
聞
の
紙
面
で
は
ま
だ
一
見

華
々
し
い
戦
果
報
告
が
続
け
ら
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
日
本
は
戦
争
に
お

け
る
不
利
な
局
面
が
深
刻
に
な
り
、
ま
も
な
く
敗
戦
を
迎
え
る
時
期
に
な
る
。
そ

の
頃
の
堀
は
、
軽
井
沢
で
疎
開
し
、「
毎
日
新
聞
を
み
て
は
、
身
の
し
ま
る
や
う

な
切
な
い
思
ひ
で
暮
ら
し
て
ゐ
」（
昭
和
20
年
2
月
5
日　

丸
田
少
尉
宛
書
簡
）
た
。

　

一
方
、
そ
の
よ
う
な
時
局
の
な
か
、
日
本
文
壇
で
は
、
商
業
文
芸
誌
が
ほ
ぼ
休

刊
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
出
版
業
界
が
廃
れ
、
作
家
た
ち
が
沈
黙
に
陥
り
、
或
い
は

「
聖
戰
」
の
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
の
役
割
を
担
い
「
ペ
ン
部
隊
」
に
加
わ
っ
た
。

　
「（
出
帆
）」
は
上
述
の
よ
う
な
時
期
に
、
防
人
物
語
と
し
て
描
か
れ
た
こ
と
が

意
味
深
い
。
当
時
、「
太
平
洋
戦
争
下
で
は
、〝
私
事
を
一
切
顧
み
ず
、
命
を
天
皇

に
捧
げ
て
尽
忠
に
努
め
る
〝
と
い
う
防
人
像
が
一
般
的
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
を
作

り
上
げ
、
普
及
に
努
め
た
の
が
国
文
学
者
の
佐
々
木
信
綱
、
久
松
潜
一
、
武
田
祐

吉
ら
で
あ
る
」（
小
川
靖
彦
「
も
う
一
つ
の
防
人
像
」・「
文
学
」
平
成
27
年
5
月
）。
し
か
し
、

注
意
す
べ
き
こ
と
に
、「（
出
帆
）」
で
は
、
従
来
の
防
人
像
と
は
ほ
と
ん
ど
相
反

0

0

的0

に
描
出
さ
れ
た
「
防
人
」
た
ち
が
登
場
す
る
。
と
い
う
の
も
、「（
出
帆
）」
で

は
「
大
君
」
の
存
在
が
き
わ
め
て
希
薄
な
も
の
で
あ
る
か
ら
だ
。
そ
の
か
わ
り
に
、

一
見
強
者
で
あ
る
荒
蟲
は
妻
偲
び
で
男
泣
き
ば
か
り
す
る
。
一
方
、
妻
を
持
た
な

い
仲
間
外
れ
の
主
人
公
乎
刀
良
は
常
に
望
郷
の
念
や
ま
ず
一
途
に
母
を
懐
か
し
が

る
。
つ
ま
り
、
堀
は
「
望
郷
の
歌
・
相
聞
歌
」
と
し
て
の
東
歌
に
あ
る
国
や
君
主

の
概
念
を
薄
め
（
小
川
靖
彦
氏
に
よ
る
と
、
堀
は
「（
出
帆
）」
初
案
に
あ
る
「
大
君

3

3

の
命
令
は

畏
れ
多
い
」
で
あ
る
セ
リ
フ
を
、「
お
上

3

3

の
命
令
は
畏
れ
多
い
」
に
改
め
た
）、
そ
こ
に
あ
る
人

間
の
最
も
普
遍
的
な
感
情
に
か
か
わ
る
愛
と
離
別
の
要
素
を
の
み
小
説
で
ク
ロ
ー

ズ
ア
ッ
プ
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、「（
出
帆
）」
の
防
人
た
ち
は
た
だ
一
人
の
人
間
と
し
て
の
普
遍

的
な
感
情
―
―
切
な
い
愛
と
離
別
の
苦
悩
―
―
に
し
か
生
き
て
い
な
い
。
小
説
で

は
防
人
た
ち
の
妻
・
母
偲
び
を
主
線
と
す
る
一
方
、
故
郷
に
残
さ
れ
た
妻
た
ち
の

思
い
が
時
々
物
語
に
絡
ん
で
い
る
。
―
―
こ
れ
ら
の
一
連
の
場
面
の
設
定
に
よ
っ

て
、
愛
と
離
別
か
ら
な
る
悲
壮
な
合
奏
が
奏
で
ら
れ
る
。
そ
れ
は
時
代
が
醸
成
し

た
多
く
の
悲
劇
（
死
と
離
別
）
の
た
め
の
レ
ク
イ
エ
ム
で
あ
る
。

　

ち
ょ
う
ど
「（
出
帆
）」
の
執
筆
を
考
え
て
い
た
昭
和
19
年
頃
に
、
堀
に
は
以
下

の
よ
う
な
『
詩
経
』
学
習
メ
モ
が
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
意
味
深
い
。

・
遠
く
戦
に
出
て
、
恐
ら
く
は
生
還
の
日
も
期
し
が
た
く
、
愛
す
る
も
の
と

偕
老
の
契
も
今
は
空
し
く
な
つ
た
の
を
悲
し
む
。（「
撃
鼓
」）

・
男
が
遠
く
行
役
に
出
た
あ
と
、
女
は
羊
飼
ふ
仕
事
を
守
つ
て
、
黄
昏
牛
羊

の
牧
舎
に
帰
る
と
き
、
帰
ら
ぬ
夫
の
身
の
上
を
思
つ
て
歌
ふ
。（「
君
子
于

役
」）

・
行
役
に
出
で
し
身
の
、
時
に
丘
に
登
つ
て
、
故
郷
の
父
を
思
ひ
、
母
を
思

ひ
、
兄
を
思
ふ
望
郷
の
歌
。（「
陟
岵
」）

　

以
上
は
、
蔵
書
④
に
あ
る
行
役
歌
の
解
読
文
を
、
蔵
書
①
に
書
き
込
ん
だ
メ
モ

で
あ
る
。
堀
が
真
剣
に
メ
モ
し
た
『
詩
経
』
行
役
歌
で
の
一
連
の
心
情
が
何
れ
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も
「（
出
帆
）」
に
描
か
れ
て
い
る
感
情
と
重
な
っ
て
く
る
。
蔵
書
④
の
著
者
に
よ

る
と
、「
当
時
男
達
は
屡
ば
行
役
に
出
て
、
遠
く
故
郷
を
離
れ
て
久
し
い
日
を
経

た
。
旅
に
あ
る
も
の
た
ち
は
故
里
の
親
を
思
ひ
妻
を
思
ひ
、
故
郷
に
あ
る
も
の
た

ち
は
遠
い
旅
の
夫
を
思
ひ
子
を
思
つ
て
、
そ
れ
ら
も
ろ
び
と
の
思
は
、
切
な
い
歌

と
な
つ
て
彼
ら
の
間
に
唱
は
れ
た
」（
39
～
40
頁
）。
風
雲
急
を
告
げ
る
時
代
の
な

か
、
堀
は
こ
れ
ら
の
中
国
い
に
し
え
の
切
な
い
思
い
か
ら
、
時
空
を
超
え
た
人
間

の
血
の
温
み
を
感
じ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

昭
和
19
年
12
月
あ
た
り
に
「
次
の
仕
事
（
万
葉
も
ど
き
の
小
説
）
の
こ
と
な
ど

ぼ
ん
や
り
と
考
へ
て
ゐ
る
」（
前
出
）
堀
の
、
蔵
書
④
に
描
か
れ
た
「
当
時
民
び
と

の
共
通
の
思
を
あ
ら
は
し
」（
蔵
書
④ 

33
頁
）
た
一
連
の
行
役
・
恋
愛
歌
と
の
出
会

い
は
特
筆
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
。

　

２　
「（
出
帆
）」
と
折
口
・
グ
ラ
ネ
ー
説�

�

―
―
「
公
的
な
性
格
の
文
学
」
へ

　

と
こ
ろ
で
、「（
出
帆
）」
に
お
け
る
〈
防
人
歌
〉
が
ど
の
よ
う
に
歌
わ
れ
て
い

る
か
。
一
例
を
取
上
げ
る
こ
と
に
す
る
。

そ
の
男
が

鶴
が
な
く
葦
邊
を
さ
し
て
飛
び
渡
る

と
歌
ふ
と
、

人
々
は
い
つ
か
そ
の
男
に
つ
い
て
反
歌
を
一
斉
に
誦
す
る
や
う
に
な
つ
た

（
傍
線
引
用
者
）。

あ
な
た
づ
た
づ
し
、
ひ
と
り
さ
ね
れ
ば
、

乎
刀
良
は
自
分
の
傍
ら
で
、
荒
蟲
の
泣
い
て
ゐ
る
の
を
見
出
し
た
。

　
「（
出
帆
）」
に
あ
る
防
人
た
ち
の
歌
は
、
殆
ん
ど
唱
和
・
合
唱
の
か
た
ち
で
歌

わ
れ
る
。

　

堀
に
お
け
る
歌
が
唱
和
・
合
唱
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
認
識
に
関
し
て
は
、

折
口
の
「
か
け
あ
ひ
」
説
を
経
て
グ
ラ
ネ
ー
の
「
即
吟
競
争
」
説
に
出
会
っ
た
経

緯
を
今
ま
で
確
認
し
て
き
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
堀
は
歌
の
唱
和
・
合
唱
の
性
質
を
生
か
し
た
う
え
で
、
い
か
な
る

文
学
的
効
果
を
獲
得
し
よ
う
と
し
た
の
か
。
そ
の
こ
と
を
分
析
す
る
に
は
、
や
は

り
折
口
と
グ
ラ
ネ
ー
の
言
説
に
戻
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

折
口
に
よ
る
と
、「
東
歌
は
、
も
う
一
歩
す
れ
ば
民
謡
と
な
る
。
恋
愛
と
性
欲

と
が
結
び
つ
い
た
空
想
で
、
個
人
的
経
験
で
な
く
、
そ
の
社
会
全
体
の
経
験
を

表
し
た
も
の
で
（
傍
線
引
用
者
）」（「
歌
の
発
生
及
び
そ
の
万
葉
集
に
お
け
る
展
開
」
前
出
）

あ
る
。
そ
れ
に
対
し
、
グ
ラ
ネ
ー
は
漢
詩
の
一
特
徴
と
し
て
の
「
没
人
格
性
の

気
風
」
を
取
上
げ
た
う
え
で
、「
而
し
て
こ
の
没
人
格
性
（
傍
線
引
用
者
）
た
る
や
、

藝
術
の
原
始
段
階
に
於
て
、
詩
が
即
吟
せ
ら
れ
た
実
情
そ
の
も
の
の
所
産
な
の
で

あ
る
。」（『
支
那
古
代
の
祭
礼
と
歌
謡
』）
と
主
張
す
る
。

　
『
詩
経
』
に
見
ら
れ
る
「
没
人
格
性
」
と
、「
東
歌
」
の
「
個
人
」
性
の
な
い

「
社
会
」
性
と
は
、
自
ら
一
脈
通
じ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
堀
が
『
詩
経
』
国
風
歌

及
び
東
歌
に
目
を
向
け
よ
う
と
し
た
の
は
、
即
吟
・
合
唱
歌
と
し
て
の
没
人
格

性
・
社
会
性
の
性
質
を
生
か
そ
う
と
し
た
こ
と
か
ら
だ
ろ
う
。
確
か
に
、
小
説
で

は
防
人
た
ち
が
み
な
一
つ
の
集
団
内
に
生
き
、
共
通
の
感
情
を
歌
を
も
っ
て
合
唱

し
、
個
人
の
気
配
が
甚
だ
希
薄
で
あ
る
。

　

堀
が
こ
の
よ
う
な
「
没
人
格
性
」
の
文
学
を
築
く
こ
と
に
よ
っ
て
い
か
な
る
目
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的
に
達
し
よ
う
と
し
た
か
。
堀
の
弟
子
中
村
真
一
郎
よ
り
の
書
簡
で
は
、
以
下
の

よ
う
な
こ
と
を
語
っ
て
い
る
。

　
（
前
略
）
つ
ま
り
ヴ
ァ
レ
リ
は
ラ
テ
ン
文
学
や
支
那
文
学
の
主
流
の
や
う
に
、

甚
だ
公
的
な
性
格
の
文
学
だ
と
云
ふ
こ
と
で
す
。
そ
し
て
私
が
さ
う
し
た
公

的
な
文
学
に
、
近
代
文
学
に
見
出
せ
な
い
美
を
見
出
し
、（
中
略
）
そ
こ
か
ら

頂
天
に
達
し
た
近
代
文
学
か
ら
の
脱
け
道
が
私
の
た
め
に
用
意
さ
れ
て
ゐ
る

と
云
ふ
こ
と
を
意
識
し
て
、
此
れ
か
ら
も
当
分
ロ
マ
人
の
書
い
た
も
の
を
一

生
懸
命
読
ん
で
や
ら
う
と
思
つ
て
ゐ
ま
す
。

中
村
真
一
郎
よ
り　

堀
辰
雄
宛
書
簡　

昭
和
19
年
2
月
22
日

（
傍
線
引
用
者
）

　

こ
の
よ
う
に
、
私
的
な
臭
い
が
あ
ま
り
に
も
隅
々
に
満
ち
溢
れ
て
い
る
「
近
代

文
学
か
ら
の
脱
け
道
」
と
し
て
の
「
公
的
な
文
学
」
を
、
中
村
真
一
郎
よ
り
提
示

さ
れ
た
。「
万
葉
も
ど
き
の
小
説
」
を
考
え
出
す
半
年
く
ら
い
前
に
、
そ
の
提
言
が

堀
の
強
い
共
鳴
を
呼
び
起
こ
し
、
何
か
ヒ
ン
ト
の
よ
う
な
も
の
を
与
え
た
だ
ろ
う
。

　

堀
に
お
け
る
『
詩
経
』
を
は
じ
め
と
す
る
中
国
古
典
へ
の
関
心
に
は
、「
甚
だ
公

的
な
文
学
」
で
あ
る
こ
と
が
か
な
り
の
役
割
を
果
し
た
だ
ろ
う
。
堀
が
陶
淵
明
を

読
む
に
も
、
わ
ざ
わ
ざ
ヴ
ァ
レ
リ
ー
の
解
説
書
を
頼
る
こ
と
（
注
２
）な
ど
が
そ
の
一
傍
証

に
も
な
る
。
堀
は
ヴ
ァ
レ
リ
ー
の
「
公
的
」
な
視
線
を
求
め
て
い
た
に
違
い
な
い
。

　

古
歌
を
歌
う
民
衆
を
描
く
「（
出
帆
）」
の
方
法
、
そ
し
て
堀
の
古
典
へ
の

傾
倒
も
ま
た
、
彼
ら
の
世
界
文
学
へ
の
眼
差
し
を
閑
却
し
た
ま
ま
問
う
こ
と

は
で
き
な
い
。「（
出
帆
）」
で
は
、
本
つ
国
の
固
有
性
に
基
づ
き
つ
つ
、
防

人
た
ち
に
共
起
す
る
感
覚
、
そ
の
ノ
ス
タ
ル
ジ
ア
の
普
遍
性
に
、
新
し
い
文

学
の
方
法
が
試
さ
れ
て
い
る
。（
傍
線
引
用
者
）

渡
辺
麻
実
「
堀
辰
雄
『
出
帆
』
と
『
万
葉
集
』」

（『
日
本
近
代
文
学
』
第
101
集　

令
和
元
年
11
月
）

　
渡
辺
氏
が
提
起
し
た
こ
の
論
点
は
大
変
興
味
深
い
。「
共
起
す
る
感
覚
」、「
普

遍
性
」
に
「（
出
帆
）」
の
出
発
点
が
あ
っ
た
こ
と
が
言
え
よ
う
。

　
（
前
略
）
し
か
し
昔
の
や
う
に
自
分
の
気
も
ち
だ
け
を
一
す
ぢ
に
歌
へ
な
く

な
り
ま
し
た
や
う
で
す　

こ
れ
か
ら
は
、
何
か
、
も
つ
と
「
自
己
の
う
ち
に

あ
る
自
己
を
超
え
た
自
己
」
の
や
う
な
も
の
を
歌
は
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
、
と

考
へ
て
居
り
ま
す

　
「
古
代
感
愛
集
」
に
あ
る
宗
教
的
に
荘
厳
な
も
の
に
こ
の
や
う
に
心
を
向

け
た
が
る
の
も
、
一
つ
は
、
現
在
の
自
分
の
心
の
う
ち
の
さ
う
い
ふ
相
剋
の

た
め
か
も
分
り
ま
せ
ん

　

も
う
一
方
で
は
、
先
生
や
柳
田
さ
ん
の
民
俗
学
研
究
の
根
本
精
神
の
や
う

な
も
の
を
、
自
分
の
書
く
も
の
の
上
に
も
生
か
し
て
行
き
た
い
も
の
だ
と
考

へ
て
居
り
ま
す

　

一
つ
の
「
物
語
」
が
単
な
る
一
つ
の
「
物
語
」
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
そ

れ
が
「
人
間
性
」
に
つ
い
て
も
、
そ
れ
と
同
時
に
「
国
民
性
」
に
つ
い
て
も
、

深
く
教
へ
る
と
こ
ろ
の
も
の
で
あ
ら
せ
た
い
と
思
ひ
ま
す
（
後
略
）

堀
辰
雄
「『
古
代
感
愛
集
』
読
後
」（「
表
現
」
第
3
号　

昭
和
23
年
9
月
）

（
傍
線
引
用
者
）
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「
昔
の
や
う
に
自
分
の
気
も
ち
だ
け
を
一
す
ぢ
に
歌
へ
な
く
な
」
っ
た
堀
が
、

民
俗
学
か
ら
新
し
い
道
を
辿
り
着
く
こ
と
に
急
い
だ
姿
が
見
ら
れ
る
。
近
代
文
学

の
残
さ
れ
た
課
題
に
直
面
す
る
際
、
民
俗
の
真
底
に
根
ざ
し
た
普
遍
性
の
あ
る
文

学
を
堀
は
目
指
し
て
い
た
。

　
３　
「（
出
帆
）」
と
折
口
・
グ
ラ
ネ
ー
説�

�

―
―
「
国
民
性
」
の
あ
る
文
学
へ

　
「（
出
帆
）」
は
「
国
民
性
」
の
あ
る
文
学
に
努
め
た
小
説
で
あ
る
。
物
語
の
至

る
と
こ
ろ
に
は
折
口
学
に
根
ざ
し
た
古
代
の
民
俗
信
仰
が
写
さ
れ
て
い
る
。
そ

の
う
ち
、
も
っ
と
も
注
目
し
た
い
の
は
、「（
出
帆
）」
は
「
死
ん
だ
母
達
の
国
」

（「
妣
の
国
」）
と
い
う
民
俗
概
念
を
主
題
に
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　
（
前
略
）
永
久
に
ノ
オ
ト
の
ま
ま
で
終
わ
っ
た
こ
の
「（
出
帆
）」
の
主
題
は
、

「
海
の
真
昼
」
と
「
妣
の
国
」
の
章
に
み
ら
れ
る
「
本
つ
国
に
関
す
る
恋
慕

の
心
で
あ
る
」（『
古
代
研
究
』
民
俗
学
篇
Ⅰ
）
に
ち
が
い
な
い
。
折
口
信
夫

は
「
妣
が
国
」
へ
の
憧
れ
心
を
説
明
し
て
、「
其
は
異
族
結
婚
（
え
き
ぞ
が

み
い
）
に
よ
く
見
る
悲
劇
風
な
結
末
が
、
若
い
心
に
強
く
印
象
し
た
為
に
、

其
母
の
帰
つ
た
異
族
の
村
を
思
ひ
や
る
心
か
ら
出
た
も
の
と
、
見
る
の
で
あ

る
。
か
う
言
つ
た
離
縁
を
目
に
見
た
多
く
の
人
々
の
経
験
の
積
み
重
ね
は
、

ど
う
し
て
も
行
か
れ
ぬ
国
に
、
値
ひ
難
い
母
の
名
を
冠
ら
せ
る
の
は
、
当
然

で
あ
る
。」
と
い
っ
て
い
る
。

小
久
保
実
「
古
典
ノ
オ
ト
の
解
説
」（『
堀
辰
雄
全
集　

第
10
巻
』

昭
和
40
年　

角
川
書
店
）（
傍
線
引
用
者
）

　
　

興
味
深
い
こ
と
に
、
グ
ラ
ネ
ー
が
『
詩
経
』
に
つ
い
て
分
析
す
る
際
、
同
じ

く
「
異
族
結
婚
」
の
概
念
を
提
起
し
た
。
彼
は
『
詩
経
』
の
国
風
歌
は
祭
礼
の
場

に
お
け
る
異
集
団
間
の
「
和
親
」
か
ら
生
れ
た
「
即
吟
競
争
」
歌
で
あ
る
こ
と
を

主
張
す
る
。
そ
の
「
和
親
」
の
主
題
は
、
婚
姻
関
係
を
結
ぶ
こ
と
で
あ
る
。
彼
に

よ
る
と
、「
同
一
地
方
的
共
同
社
会
の
異
集
団
の
間
に
は
、
対
立
が
極
め
て
厳
烈

で
あ
つ
た
為
、
其
処
に
当
然
異
族
結
婚
の
必
要
が
あ
り
、
そ
の
異
族
結
婚
の
法
規

の
故
に
、
自
分
の
近
親
か
ら
離
れ
て
未
知
の
異
族
へ
嫁
し
て
行
か
ね
ば
な
ら
な
い

花
嫁
の
心
情
程
、
悲
壮
な
も
の
は
な
か
つ
た
（
傍
線
引
用
者
）」（『
支
那
古
代
の
祭
礼
と

歌
謡
』）。

　

こ
こ
で
も
し
一
つ
憶
測
が
許
さ
れ
る
な
ら
ば
、
祭
り
の
場
に
お
け
る
異
集
団
間

の
和
親
か
ら
生
れ
た
『
詩
経
』
国
風
歌
の
発
生
論
に
接
し
た
堀
は
、
歌
謡
の
歴
史

的
背
景
に
な
る
「
悲
壮
な
」「
異
族
結
婚
」
か
ら
、
折
口
が
説
い
た
「
妣
が
国
」

に
結
び
付
け
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
れ
が
「（
出
帆
）」
の
主
題
成
立
に
拍
車
を
か

け
た
よ
う
に
見
え
る
。
普
遍
性
の
あ
る
民
族
伝
統
と
い
う
も
の
は
、
時
代
や
国
境

を
越
え
て
も
、
依
然
と
し
て
文
学
世
界
で
永
ら
え
ら
れ
る
だ
け
の
存
在
価
値
が
あ

る
だ
ろ
う
。

わ
れ
〳
〵
の
祖オ
ヤ

た
ち
が
、
ま
だ
、
青
雲
の
ふ
る
郷
を
夢
み
て
居
た
昔
か
ら
、

此
話
（「
妣
が
国
」
―
引
用
者
注
）
は
は
じ
ま
る
。
而
も
、
と
ん
ぼ
髷
を
頂
に
据

ゑ
た
祖ヂ

父ヾ
・
曾ヒ

ヂ

ヾ
祖
父
の
代
ま
で
、
萌
え
て
は
朽
ち
、
絶
え
て
は
蘖
え
し
て
、

思
へ
ば
、
長
い
年
月
を
、
民
族
の
心
の
波
の
畦ウ
ネ

り
に
連
れ
て
、
起
伏
し
て
来

た
感
情
で
あ
る
。
開
化
の
光
り
は
、
わ
た
つ
み
の
胸
を
、
一
挙
に
あ
さ
ま
し

い
干
潟
と
し
た
。
併
し
見
よ
。
そ
こ
り

0

0

0

に
揺
る
ゝ
な
ご
り
に
は
、
既
に
業ス
デ

に
、
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波
の
穂
う
つ
明ア

ス日
の
兆
し
を
浮
べ
て
居
る
で
は
な
い
か
。

（
中
略
）

心
身
共
に
、
あ
ら
ゆ
る
制
約
で
縛
ら
れ
て
居
る
人
間
の
、
せ
め
て
一
歩
で
も

寛
ぎ
た
い
、
一
あ
が
き
の
ゆ
と
り
で
も
開
き
た
い
、
と
言
ふ
解
脱
に
対
す
る

惝
怳
が
、
藝
術
の
動
機
の
一
つ
だ
と
す
れ
ば
、
異
国
・
異
郷
に
焦
る
ゝ
心
持

ち
と
似
す
ぎ
る
程
に
似
て
居
る
。
過
ぎ
難
い
世
を
、
少
し
で
も
善
く
し
よ
う

と
言
ふ
の
は
、
宗
教
や
道
徳
の
為
事
で
あ
つ
て
も
、
凡
人
の
浄
土
は
、
今
少

し
手
近
な
処
に
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
つ
た
。（
傍
点
折
口
、
傍
線
引
用
者
）

折
口
信
夫
「
妣
が
國
へ
・
常
世
へ
―
異
郷
意
識
の
起
伏
」

（「
國
學
院
雑
誌
」
第
26
巻
第
5
号　

大
正
9
年
5
月
）

　
「（
出
帆
）」
の
腹
案
が
立
て
ら
れ
た
昭
和
19
年
12
月
頃
に
、
堀
は
お
そ
ら
く
戦

争
の
悲
劇
が
も
た
ら
し
た
夥
し
い
〈
死
と
離
別
〉
を
目
の
前
に
し
、
日
本
と
い
う

民
族
お
よ
び
そ
の
国
の
文
学
は
こ
れ
か
ら
ど
こ
へ
行
く
だ
ろ
う
と
い
う
不
安
を
抱

き
な
が
ら
、
民
族
・
国
民
の
た
め
の
、
普
遍
性
や
永
久
性
の
あ
る
文
学
を
作
ろ
う

と
し
た
こ
と
だ
ろ
う
。
そ
ん
な
時
、
彼
は
「
民
族
の
心
」
に
根
ざ
す
「
魂
の
ふ
る

さ
と
」
―
―
「
妣
の
国
」
に
辿
り
つ
い
た
。
時
代
が
も
た
ら
し
た
多
く
の
〈
死
と

離
別
〉
か
ら
「
解
脱
」
す
る
「
万
人
共
通
の
憧
れ
心
を
こ
め
た
」「
凡
人
の
浄
土
」

を
、
堀
は
遠
い
祖
々
の
世
代
か
ら
親
し
み
の
あ
っ
た
民
族
信
仰
―
―
「
妣
の
国
」

を
以
て
提
供
し
よ
う
と
し
た
。
そ
こ
に
堀
な
り
の
民
族
、
文
学
意
識
を
う
か
が
う

こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。　

五　
む
す
び

　

堀
は
「
め
ざ
ま
し
い
勢
い
で
」（
神
西
清
・
本
稿
第
一
章
で
引
用
）
中
国
古
典
を
繙
い

た
果
て
に
、「
支
那
の
古
い
物
語
で
も
考
へ
て
み
よ
う
」（
昭
和
20
年
8
月
13
日　

川

端
康
成
宛
書
簡
）
と
語
る
ま
で
に
至
っ
た
。
そ
の
こ
と
は
結
局
一
つ
の
仮
想
に
と
ど

ま
っ
た
。
し
か
し
、
堀
蔵
書
目
録
に
入
っ
て
い
る
夥
し
い
中
国
古
典
の
書
籍
、
そ

れ
に
、
真
剣
な
学
習
の
跡
と
し
て
残
さ
れ
た
ノ
ー
ト
や
メ
モ
類
―
―
堀
晩
年
の
文

学
を
よ
り
よ
く
理
解
し
、
作
家
晩
年
の
創
作
意
向
と
可
能
性
を
跡
付
け
る
た
め
に

は
、
そ
れ
ら
は
き
わ
め
て
重
要
な
資
料
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
本
稿
は
『
詩
経
』
を

も
っ
て
そ
の
初
歩
的
な
論
究
を
試
み
た
。

　

堀
は
戦
争
中
に
、
敗
れ
た
国
、
多
く
の
国
民
の
死
と
離
別
に
心
を
痛
め
、
民
族

の
ノ
ス
タ
ル
ジ
ー
に
根
ざ
し
た
普
遍
性
の
あ
る
文
学
を
営
も
う
と
し
た
。
そ
こ
で
、

彼
が
注
目
し
て
い
た
の
は
、
古
代
民
族
に
息
づ
く
「
即
吟
競
争
」
歌
と
し
て
の

『
詩
経
』
の
国
風
恋
愛
・
行
役
歌
で
あ
っ
た
。

　

東
西
の
文
学
の
特
徴
を
吸
収
し
な
が
ら
、
古
い
伝
統
に
根
ざ
し
た
「
国
民
性
」

の
あ
る
世
界
文
学
を
築
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
堀
は
作
家
と
し
て
大
き
く
羽
ば
た
こ

う
と
し
た
。「
詩
経
」
ノ
ー
ト
は
堀
の
こ
の
よ
う
な
文
学
的
野
望
の
底
に
流
れ
て

い
る
一
条
の
地
下
水
だ
と
言
え
よ
う
。
堀
の
期
待
が
最
後
に
作
品
と
し
て
結
実
せ

ず
に
終
わ
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、「（
出
帆
）」
は
、
戦
争
と
い
う
特
別
な
時
期
に
、

一
人
の
日
本
人
作
家
が
書
い
た
普
遍
的
感
動
の
響
く
公
的
文
学
で
あ
る
と
こ
ろ
に
、

自
ら
そ
の
存
在
意
義
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
う
え
、
作
家
堀
辰
雄
が
今
日

の
我
々
に
示
し
て
く
れ
た
文
学
態
度
そ
の
も
の
か
ら
も
、
多
く
示
唆
す
る
も
の
が

得
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
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と
、
突
然
、
僕
た
ち
の
行
く
手
に
は
、
一
匹
の
鹿
が
畑
の
中
か
ら
犬
に
追

ひ
出
さ
れ
な
が
ら
も
の
凄
い
速
さ
で
逃
げ
て
い
つ
た
。
そ
ん
な
小
さ
な
葛
藤

ま
で
が
、
な
に
か
皮
肉
な
現
代
史
の
一
場
面
の
や
う
に
、
僕
た
ち
の
目
に
映

つ
た
。

 
堀
辰
雄
「
十
月
」（「
婦
人
公
論
」
昭
和
18
年
1
～
2
月
））（
傍
線
引
用
者
）

　

昭
和
20
年
6
月
10
日
の
「
毎
日
新
聞
」（
東
京
）
の
紙
面
に
、「
我
戦
争
目
的
正

義
の
大
道
」
を
唱
え
な
が
ら
、「
国
民
と
艱
苦
を
分
ち
、
祖
先
の
遺
業
を
恢
弘
」

と
い
う
フ
レ
ー
ズ
が
大
き
な
標
題
と
し
て
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
堀
が
そ
れ
を
読
ん

だ
か
は
別
と
し
て
、
彼
は
「
皮
肉
な
現
代
」
に
お
い
て
切
な
い
思
い
で
生
き
抜
き
、

「
国
民
」
の
「
艱
苦
」、「
祖
先
の
遺
業
」
を
自
分
な
り
の
考
え
で
わ
れ
わ
れ
に
語

ろ
う
と
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

＊ 

堀
蔵
書
メ
モ
は
、
堀
辰
雄
文
学
記
念
館
所
蔵
の
堀
旧
蔵
書
の
調
査
に
拠
る
。
堀

辰
雄
関
係
の
引
用
本
文
（
書
簡
、
ノ
ー
ト
類
を
含
む
）
は
、
す
べ
て
筑
摩
書
房
の

『
堀
辰
雄
全
集
』（
昭
和
52
年
～
55
年
）
に
拠
る
。
さ
ら
に
、
引
用
資
料
に
あ
る
旧

字
は
新
字
に
改
め
た
（
固
有
名
詞
な
ど
の
特
殊
な
場
合
を
除
く
）。

注　

（
１
）「（
東
歌
）」
ノ
ー
ト
は
『
万
葉
集
（
全
三
冊
）』（
折
口
信
夫　

大
正
5
年　

文

会
堂
書
店
）、『
東
歌
―
大
伴
集
読
本
』（
北
原
白
秋
・
折
口
信
夫
編　

昭
和
12
年　

学

芸
社
）、『
万
葉
集
総
釈　

東
歌
疏
』（
昭
和
11
年
7
月　

楽
浪
書
院
）
を
参
照
し
た

も
の
で
あ
り
、「
東
歌
抄　

万
葉
集
巻
十
四
」
は
『
万
葉
集
（
全
三
冊
）』（
前

出
）
に
拠
る
こ
と
が
論
文
（
中
島
昭
『
堀
辰
雄
―
―
昭
和
十
年
代
の
文
学
』
前
出
）
に
指

摘
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
加
え
、「
東
歌
」
ノ
ー
ト
は
『
万
葉
恋
愛
歌
読
本
』

（
北
原
白
秋
・
折
口
信
夫
編　

昭
和
12
年　

学
芸
社
）
も
参
照
し
た
こ
と
が
判
明
し
た
。

（
２
）
内
山
知
也
氏
〈「
堀
辰
雄
の
《
支
那
趣
味
》」
昭
和
46
年
5
月
・『
日
本
近
代
文
学
』

14
号
〉
に
よ
る
と
、
堀
蔵
書Com

m
erce

（「
論
叢
」）
に
収
め
るPetite 

préface aux Poésies de T
au Y

uan M
ing

（「
陶
淵
明
詩
集
に
寄
せ
て
」）

と
い
う
文
章
に
堀
が
メ
モ
し
た
箇
所
が
あ
る
。

＊ 

本
稿
は
大
阪
市
立
大
学
国
語
国
文
学
会
総
会
（
令
和
元
年
7
月
27
日
）
に
て
口

頭
発
表
し
た
内
容
を
も
と
に
し
て
い
ま
す
。
ご
教
示
を
賜
り
ま
し
た
先
生
方
に

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

 

（
り
ゅ
う　

け
ん
・
大
阪
市
立
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
後
期
博
士
課
程
）


